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芸
術
が
時
と
し
て
鮮
明
に
時

代
を
切
り
取
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
往
々
に
し
て
作
家
の
心

の
マ
グ
マ
が
吹
き
出
す
瞬
間

だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
ク

ラ
ブ
７
階
、
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
今
月
26
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
洋
画

家
・
土
肥
信
一
の
作
品
が
そ
れ

だ
。
同
時
多
発
テ
ロ
と
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
。
ど

ち
ら
も
ア
ー
ト
に
昇
華
さ
せ
る

の
は
簡
単
で
は
な
い
が
そ
れ
を

い
と
も
シ
ン
プ
ル
な
次
元
の
異

な
る
レ
イ
ヤ
ー
で
描
い
て
い

る
。
土
肥
氏
は
、
１
９
５
５
年

に
金
沢
工
芸
美
術
大
学
を
卒
業

後
、
東
京
で
作
家
活
動
を
し
た

が
、
60
年
に
現
代
絵
画
に
魅
せ

ら
れ
来
米
。
68
年
に
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
で
コ
ン
サ
バ
タ

ー
と
し
て
就
業
し
、
古
美
術

保
存
、
修
復
に
従
事
す
る
と

と
も
に
、
日
本
国
内
外
で
作

家
活
動
を
続
け
今
日
に
至
る
。

２
０
０
４
年
に
は
、
日
米
友
好

１
５
０
周
年
記
念
外
務
大
臣
賞

受
賞
、
２
０
１
１
年
に
は
文
化

活
動
寄
与
に
対
し
て
、
旭
日
双

光
章
を
受
け
て
い
る
。
本
展
で

は
、「
９
・
11
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た

作
品
を
展
示
。
本
展
は
東
京
・

品
川
在
住
の
金
属
造
形
作
家
の

平
岩
共
代
氏
と
共
に
こ
の
夏
に

松
坂
屋
上
野
展
美
術
画
廊
で
開

催
し
た
二
人
展
に
続
く
展
覧

会
。　
　
（
関
連
記
事
11
面
に
）

時
代
を
鮮
明
に

切
り
取
る
芸
術

土
肥
信
一
描
く
二
つ
の
テ
ー
マ

平和伝える使者来米
よこはま子どもピースメッセンジャー

国
連
本
部
訪
問
を
報
告

「
戦
争
の
な
い
世
界
は
対
話
こ
そ
」
実
感

左から佐々木さん、大野さん、島田さん、吉田さん（20日、横浜米州事務所で）
　

横
浜
市
（
山
中
竹
春
市
長
）

が
実
施
す
る
「
よ
こ
は
ま
子
ど

も
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」

の
本
年
度
の
参
加
者
が
、
体
験

の
成
果
を
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
横
浜
市
米
州
事
務
所
（
関

谷
聡
所
長
）
で
行
わ
れ
た
記
者

会
見
で
語
っ
た
。こ
の
事
業
は
、

「
国
際
平
和
の
た
め
に
、
自
分

が
や
り
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
日
本
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
で
、
約
５
万
人
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
横
浜
の

小
学
６
年
生
２
人
、
中
学
3
年

生
2
人
の
計
4
人
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
派
遣
し
、
国
際
連
合
本

部
、
ユ
ニ
セ
フ
本
部
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｅ
Ｓ
Ａ
国
連
社
会
開
発
部
門
、

ユ
ネ
ス
コ
事
務
所
、
国
連
日
本

代
表
部
な
ど
を
訪
問
、
横
浜
市

の
児
童
生
徒
の
代
表
と
し
て
国

際
平
和
に
つ
い
て
学
び
、
平
和

に
対
す
る
思
い
を
直
接
伝
え
る

機
会
を
与
え
る
も
の
。
同
市
で

は
平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

か
ら
同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
続
け
、

今
年
で
27
回
目
と
な
る
。
横
浜

の
子
ど
も
た
ち
は
、
関
係
機
関

代
表
者
と
の
会
談
を
経
験
、
国

連
国
際
学
校
で
も
授
業
を
体
験

し
た
。
４
人
に
と
っ
て
は
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
の

長
期
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ

ス
に
よ
る
中
東
情
勢
が
穏
や
か

で
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
と
そ
れ
ぞ
れ
が
体

験
を
語
っ
た
。

　

会
見
し
た
の
は
、
横
浜
市
内

戸
塚
区
品
濃
小
学
校
６
年
生
の

吉
田
愛
さ
ん
、
盲
特
別
支
援
学

校
６
年
生
の
島
田
優
心
さ
ん
、

磯
子
区
森
中
学
校
３
年
生
の
大

野
瑞
葉
さ
ん
、
港
北
区
日
吉
台

西
中
学
校
３
年
生
の
佐
々
木
春

樺
さ
ん
。

　

大
野
さ
ん
は
、
７
歳
の
時
か

ら
空
手
を
始
め
、
現
在
は
黒
帯

の
有
段
者
。
男
子
が
多
い
た
め

無
意
識
の
差
別
感
を
感
じ
た
こ

と
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
意
識

を
持
っ
た
と
い
う
。
今
回
Ｕ
Ｎ

ウ
ー
マ
ン
の
代
表
と
国
連
で
面

会
し
、
男
女
平
等
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
が
世
界
で
ど
う
進
ん
で
い
く

の
か
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で

き
、
そ
の
中
で
、「
お
互
い
を

知
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
い
う
価
値
観
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
将
来
に
つ
い

て
何
か
に
な
り
た
い
と
い
う
も

の
は
ま
だ
な
い
が
、
い
ま
世
界

は
真
っ
暗
闇
だ
が
、
社
会
人
に

な
っ
た
時
に
も
し
平
和
に
な
っ

て
い
れ
ば
そ
れ
を
継
続
、
維
持

す
る
活
動
や
仕
事
に
就
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
日
本
で
ユ

ニ
セ
フ
の
募
金
な
ど
に
協
力
し

た
が
、
ど
こ
か
遠
い
存
在
で
実

感
が
湧
か
な
か
っ
た
の
が
今
回

ユ
ニ
セ
フ
を
訪
問
し
て
「
こ
こ

が
そ
う
で
す
」
と
言
わ
れ
た
瞬

間
に
そ
の
言
葉
が
胸
に
響
き
身

近
な
存
在
に
感
じ
た
と
い
う
。

「
自
分
は
作
品
を
作
る
の
が
好

き
な
の
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な

り
た
い
。
国
連
の
人
の
よ
う
に

世
界
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
は

１
人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
小
さ
い
時
に

家
族
で
中
国
に
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
り
、
日
中
の
人
が
お
互

い
に
よ
く
相
手
の
国
の
こ
と
を

知
ら
な
い
の
に
互
い
に
い
い
印

象
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
悲

し
く
思
え
、
知
る
こ
と
で
自
分

を
変
え
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で

ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
今
回
国
連

で
、
話
す
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
一
人
一
人
の
こ
と
を
見
て

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
心
に
刺

さ
っ
た
。
知
る
こ
と
が
何
よ
り

大
切
だ
と
思
っ
た
。
将
来
は
国

連
で
働
く
こ
と
も
と
て
も
気
に

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
「
家
族
が
大
好

き
で
す
。
今
回
家
族
と
一
週
間

離
れ
て
と
て
も
寂
し
い
け
れ

ど
、
戦
争
で
家
族
と
会
え
な
く

な
っ
た
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が

悲
し
く
て
平
和
に
つ
い
て
の
ス

ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。
自
分
は

生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
に
く
い

で
す
。
戦
争
に
よ
っ
て
、
目
が

見
え
て
い
た
人
が
目
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
悲
し

い
で
す
し
、
ぼ
く
と
同
じ
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
が
体
が
不
自
由

に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
嫌
だ
と

国
連
の
偉
い
人
に
伝
え
ま
し

た
。
国
連
の
人
か
ら
一
緒
に
働

き
ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
て
、
働

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
た
。
児
童
生
徒
を
引
率

し
た
横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務

局
の
小
中
学
校
企
画
課
主
任

指
導
主
事
の
兵
頭
律
子
さ
ん

は
「
記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
こ
と
で
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
一
週
間
で
自
分
が
や
っ
た

こ
と
を
価
値
付
け
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

「愛する国花」（2022 年）

https://www.restaurantnippon.com/
http://hinomaru-limo.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


2023年（令和 5年）10月 28日（土） ［広　告］　　（2  ）

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

https://minglesoho-ny.com/
https://japan-universities.com/event/daigaku2023fall.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
http://www.nyseikatsu.com


（3）　　 ［総　合］ 2023年（令和 5年）10月 28日（土）

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ カルチャー講座
 【オンライン】
　NYタイムズから学ぶビジネス時事英語
 日時：木曜日 6～ 7：30PM
　（10/26，11/9，11/30、12/14） 
 タイムリーなトピックを取り上げて、今起こってい
る様々な出来事を読み解きながら、語彙の習得、正
しい発音、ネイティブな表現を習得し、英語でのコ
ミュニケーション力アップを目指します。オンライ
ンですので、ご都合の良い場所から受講していただ
けます。お申し込みは www.nipponclub.org/culture
まで。

■日本クラブWEBギャラリー 
 出展アーティスト募集中！
 

日本クラブWEBギャラリー (https://nippongallery.
nipponclub.org) では、出展アーティストを随時募
集しています。日本語と英語でアーティストの作品
やバイオグラフィーを、NYから世界に向けて発信
します。また、作品の販売も可能です。ご興味のあ
る方はお気軽に gallery@nipponclub.org までお問い
合わせください。

 また、現在WEBギャラリーでは、企画展『博多の
伝統工芸 「曲物」「張子」「今宿人形」展 -女性職人
が引継ぐものづくりの美と技 -』を開催中です。伝
統を守り、ものづくりの歴史を支え続けてきた女性
職人たちの魅力的な作品を、ぜひ上記の URLより
ご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

博多の伝統工芸展より、
博多張子（左）ひょっとこ面、（右）おたふく面

　

鳥
取
県
は
、
米
国
か
ら
の
観

光
客
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

環
で
、
平
井
伸
治
知
事
が
来
米

し
20
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内

の
総
領
事
大
使
公
邸
で
メ
デ
ィ

ア
や
旅
行
業
、
食
品
販
売
関
係

者
ら
を
招
き
、「
食
の
パ
ラ
ダ

イ
ス
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
。
県
と
し
て
正
式
に
Ｎ
Ｙ

で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の

は
今
回
が
２
度
目
。

　

は
じ
め
に
、
Ｎ
Ｙ
自
治
体
国

際
化
協
会
（
ク
レ
ア
）
の
職
員

と
し
て
Ｎ
Ｙ
に
駐
在
経
験
の
あ

る
平
井
知
事
が
流
暢
な
英
語
で

ス
ピ
ー
チ
。
カ
ニ
や
ア
ジ
、
サ

ー
モ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
数
々

の
魚
介
類
の
総
水
揚
げ
量
が
過

去
に
５
年
連
続
日
本
一
を
記
録

し
た
境
港
を
擁
し
、
豊
富
な
食

材
を
楽
し
め
る
同
県
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
た
、
同
県

出
身
の
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

の
作
者
水
木
し
げ
る
氏
と
、「
名

探
偵
コ
ナ
ン
」
の
作
者
青
山
剛

昌
氏
に
因
み
、
県
内
２
つ
の
空

港
名
を
「
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空

港
」「
米
子
鬼
太
郎
空
港
」
に

改
名
し
た
ほ
か
数
々
の
関
連
施

設
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
「
マ

ン
ガ
王
国
」
と
し
て
推
し
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
。
次
に
、
森

美
樹
夫
・
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
大
使
が
挨
拶
。
学
生
時
代

か
ら
旧
知
の
関
係
で
あ
る
平
井

知
事
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
支
援
し
て

い
る
こ
と
を
表
明
、
数
々
の
温

泉
や
大
山
、
砂
丘
な
ど
、
見
る

べ
き
も
の
が
多
い
鳥
取
の
魅
力

を
話
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
人
の
県
職
員

と
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て「
覆
面
サ
ケ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
」

の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ

Ｅ
氏
が
登
壇
。
名
水
が
湧
き
酒

造
り
に
適
し
た
高
品
質
米
が
育

つ
同
県
で
は
31
も
の
酒
蔵
が
あ

り
数
々
の
銘
酒
を
製
造
し
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
山
、
砂

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
花
回
廊
、

皆
生
温
泉
や
三
朝
温
泉
な
ど
、

魅
力
的
な
観
光
地
も
多
く
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
に
は
、
同

県
自
慢
の
魚
を
握
っ
た
寿
司

や
、
県
産
の
海
の
幸
・
山
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
の

数
々
、
ま
た
鳥
取
県
の
地
酒
を

使
っ
た
カ
ク
テ
ル
な
ど
が
振
舞

わ
れ
、
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

平
井
知
事
は
、「
近
年
欧
米

か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て
手
ご

た
え
は
感
じ
て
い
る
が
、
世
界

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
あ
る
Ｎ
Ｙ

で
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た

い
。
２
０
２
５
年
の
万
博
で
関

西
に
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
押

し
寄
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
か
ら
少
し
足
を

伸
ば
し
て
鳥
取
に
も
ぜ
ひ
来
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に

大
勢
い
る
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に

も
『
聖
地
』
の
ひ
と
つ
で
あ
る

鳥
取
に
来
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
語
っ
て
い
た
。

県産の地酒をPRする（左から）森大使、県職員の若松さん、SAKEMAN BLUE 氏、平井知事

森NY総領事大使公邸でイベント開催
鳥取県が
観光誘致

平
井
知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

「
食
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
を
Ｐ
Ｒ

　

ス
ト
リ
ー
ト
で
味
わ
う
日
本

の
食
の
祭
典
と
し
て
人
気
の

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
」
は
28
日

（
土
）、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
（
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
と
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト

通
り
）
に
て
、
今
年
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　

２
０
２
３
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
彩
る
フ
ェ
ス
で
は
、
日
本
か

ら
2
つ
の
限
定
ベ
ン
ダ
ー
と
60

以
上
の
日
本
ベ
ン
ダ
ー
が
出
店

す
る
。
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
肉
厚
な

北
海
道
の
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
「
海
鮮
丼
」、
福

島
の
「
こ
け
し
人
形
」
の
ほ
か
、

今
川
焼
き
、
い
ち
ご
飴
、
抹
茶

ス
フ
レ
パ
ン
ケ
ー
キ
、
イ
カ
焼

き
、
だ
ん
ご
、
メ
ロ
ン
パ
ン
、

ク
ッ
キ
ー
、
手
拭
い
、
着
物
な

ど
が
軒
を
並
べ
る
。
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

www.japanfes.com/

ジャパンフェス
28日（土）イーストビレッジで

北海道の「海鮮丼」など

https://www.nipponclub.org/
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
http://shinbashi72.com/
https://sobaya.square.site/
https://tawaramart.com/
http://jmart-usa.com/en/
https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.japanfes.com/
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Ｎ
Ｙ
で
合
同
県
人
会

26
団
体
が
参
加
し
て
意
見
交
換

 
加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　
以
前
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
の

各
国
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領

事
館
で
ビ
ザ
面
接
の
審
査
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
特
に
厳
し
い
の

は
Ｅ-

２
ビ
ザ
や
Ｉ
ビ
ザ
の
延

長
・
更
新
で
し
た
。
こ
の
２
つ

の
ビ
ザ
は
、
面
接
が
通
れ
ば
５

年
間
有
効
の
ビ
ザ
が
発
行
さ
れ

る
の
で
、
延
長
・
更
新
を
し
て

ア
メ
リ
カ
に
10
年
、
15
年
滞
在

と
い
う
人
た
ち
も
多
い
で
す
。

そ
れ
で
、
ビ
ザ
の
延
長
、
更
新

申
請
を
し
て
面
接
時
に
「
な
ぜ

長
期
間
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の

か
？
も
う
日
本
に
戻
っ
て
こ
な

い
つ
も
り
で
は
な
い
か
？
」、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
大
使
館

ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館
で
の

Ｅ-

２
ビ
ザ
や
Ｉ
ビ
ザ
の
最
近
の
傾
向

や
領
事
館
の
審
査
官
に
言
わ
れ

た
り
し
ま
す
。
面
接
時
に
追
加

書
類
を
要
求
さ
れ
る
場
合
は
ま

だ
良
い
で
す
が
、
そ
の
場
で
却

下
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
発
し
て

お
り
ま
し
た
。
Ｅ-

２
ビ
ザ
は

ア
メ
リ
カ
国
内
で
２
年
間
の
延

長
申
請
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

Ｉ
ビ
ザ
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で

延
長
、
更
新
申
請
が
で
き
ま
せ

ん
。
在
外
ア
メ
リ
カ
大
使
館
や

領
事
館
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
追
加
書
類
要
求

で
も
２
、３
週
間
、
下
手
を
す

る
と
半
年
以
上
日
本
に
滞
在
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。

　

今
年
に
入
り
こ
の
２
つ
の
ビ

ザ
申
請
は
、
以
前
よ
り
も
審
査

基
準
が
若
干
緩
く
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
た
だ
し
重
要
な
点

は
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
書
類
や
質
問

へ
の
返
答
を
事
前
に
準
備
す
れ

ば
、
却
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ザ
で
ア
メ
リ

カ
大
使
館
や
領
事
館
が
審
査
す

る
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
す
。

　

Ｅ-

２
ビ
ザ
で
す
が
、
こ
れ

は
資
本
家
ビ
ザ
で
、
ア
メ
リ
カ

で
ど
れ
ほ
ど
事
業
が
拡
大
し
て

い
る
の
か
、
つ
ま
り
会
社
の
収

入
が
上
が
っ
た
の
か
を
見
ら
れ

ま
す
。
個
人
で
起
業
し
て
、
５

年
た
っ
て
も
業
績
が
伸
び
ず
、

社
員
も
Ｅ-

２
ビ
ザ
申
請
者
で

あ
る
本
人
と
後
１
人
し
か
い
な

い
と
し
た
ら
、
ま
ず
Ｅ-

２
ビ

ザ
は
延
長
を
許
可
さ
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
人

を
雇
用
し
て
い
て
そ
の
社
員
に

対
し
て
き
ち
ん
と
給
与
支
払
い

を
し
て
い
る
か
、
そ
の
給
与
明

細
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
人
を
雇
用
し
て
い
た
と
し

て
も
業
績
が
全
く
伸
び
な
か
っ

た
ら
却
下
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
提
出
書
類
と
し
て
会
社
の

５
年
間
の
連
邦
税
申
告
書
は
必

須
で
す
が
、
Ｅ-

２
ビ
ザ
申
請

者
自
身
の
連
邦
個
人
税
申
告
書

（Form I-140

）
も
提
出
し
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

◇

　

Ｉ
ビ
ザ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
ビ
ザ
で
す
。
５
年
前
か
ら
現

在
ま
で
記
載
し
た
記
事
の
コ
ピ

ー
な
ど
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
Ｅ-

２
ビ
ザ
と
同
様
に
連

邦
個
人
税
申
告
書
や
日
本
で
の

確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
を
要
求

さ
れ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、I

ビ
ザ
申
請
で
聞
か
れ
る
こ
と
が

多
い
の
が 

「
ア
メ
リ
カ
で
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
と
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
？
」
で
す
。「
貴
方

の
職
業
は
何
で
す
か
？
」
の
次

に
、
突
然
主
語
も
述
語
も
な
く

「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
？
」
と
だ
け

聞
か
れ
た
り
し
ま
す
。中
に
は
、

提
出
し
た
書
類
を
見
て
、
何
を

し
て
い
る
か
？
を
聞
く
事
も
な

く
、「
ふ
ー
ん
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ね
」
と
決
め
つ
け
る
よ
う
な

言
い
方
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
Ｉ
ビ
ザ
保
持
者
の
方
々

は
一
雇
用
者
で
は
な
く
数
社
で

働
く
こ
と
も
で
き
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
で
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
で
働
い
て
い
る
と
思
い
が
ち

で
す
。
た
だ
し
、
実
際
は
違
う

の
で
す
。
Ｉ
ビ
ザ
の
場
合
は
日

本
の
雇
用
者
か
ら
派
遣
さ
れ
て

ア
メ
リ
カ
で
就
労
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
こ
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館

で
の
面
接
前
に
は
、
提
出
書
類

と
と
も
にDS-160

の
吟
味
、

そ
し
て
予
定
質
問
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
専
門
家
に
確
認
し
て

か
ら
面
接
に
望
む
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
各
県

人
会
の
集
ま
り
で
あ
る
合
同
県

人
会
秋
の
食
事
会
が
20
日
夕
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
開
催
さ
れ
、

26
団
体
35
人
が
参
加
し
た
。
当

日
は
、
各
県
人
会
の
自
己
紹
介

に
続
き
、
幹
事
の
木
下
信
義
さ

ん
、
松
浦
玲
子
さ
ん
か
ら
今
後

は
各
県
に
派
遣
さ
れ
て
ア
メ
リ

カ
に
戻
っ
て
き
た
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
参
加
者
や
、
地
方
自
治

体
の
機
関
で
あ
る
ク
レ
ア
と
の

連
携
を
深
め
た
い
こ
と
、
ま
た

来
年
か
ら
は「
県
人
会
フ
ェ
ア
」

を
催
し
た
い
こ
と
な
ど
が
議
題

と
し
て
協
議
さ
れ
、
合
同
県
人

会
を
単
な
る
各
県
人
会
の
代
表

者
の
懇
親
会
に
留
め
ず
、
参
加

メ
ン
バ
ー
に
役
立
つ
よ
う
さ
ら

な
る
展
開
に
向
け
て
話
し
合
い

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

意
見
交
換
の
あ
と
、
参
加
者
た

ち
は
持
ち
寄
っ
た
地
元
の
酒
や

会
員
手
作
り
の
料
理
を
振
る
舞

わ
れ
て
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

　

当
日
の
参
加
県
と
出
席
代
表

者
は
次
の
通
り
。
青
森
（
金
澤

恵
之
、
松
浦
玲
子
）、
秋
田
（
佐

藤
恵
子
）、
茨
城
（
吉
田
圭
佑
、

菊
池
恵
美
）、
栃
木
（
渡
辺
洋

子
）、
埼
玉
（
井
上
太
一
）、
千

葉（
松
本
哲
夫
、江
波
戸
操
吉
）、

東
京
（
桜
庭
大
輔
）、
神
奈
川

（
鎌
倉
会
・
篠
崎
晃
、
篠
崎
静

江
）、
石
川
（
宮
本
ボ
ー
グ
麗
、

木
越
彩
子
）、
福
井
（
安
岡
佳

一
）、
愛
知
（
河
野
洋
）、
大
阪

の
会
（
滝
田
よ
し
）、奈
良
（
日

下
武
）、
和
歌
山
（
松
本
真
由

美
、
岩
上
裕
）、
島
根
（
宮
本

サ
ミ
ー
）、
岡
山
（
有
本
ま
ゆ

み
）、
Ｎ
Ｙ
広
島
会
（
天
野
マ

イ
ク
）、
山
口
（
村
田
直
之
）、

徳
島
（
ハ
リ
ー
西
谷
、
松
田
仁

恵
）、
長
崎
（
木
下
信
義
）、
大

分
（
近
藤
三
奈
）、鹿
児
島
（
榎

田
和
久
）、
奄
美
・
鹿
児
島
（
栄 

秀
吉
）、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
（
野

田
美
知
代
）、
地
球
（
県
人
会

無
所
属
の
有
志
の
会
・
松
本
和

之
）、 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ 

（
ラ

イ
ア
ン
・
ハ
タ
、
ア
シ
ュ
レ
ー
・

マ
タ
ラ
マ
、
ピ
ー
タ
ー
・
ヤ
ン

グ
）。

京
都
好
き
集
ま
れ

11
月
11
日
お
ば
ん
ざ
い

メ
キ
シ
コ
大
学
生
43
人

行
方
不
明
担
当
大
臣
辞
任

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
京
都

が
好
き
な
人
の
会
「
Ｎ
Ｙ
京
都

倶
楽
部
」
は
11
月
11
日
（
土
）

午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
「
私

は
京
都
の
こ
こ
が
好
き
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ

西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）
で
開

催
す
る
。

　

当
日
は
、
京
女
で
料
理
家
の

吉
田
志
充
子
さ
ん
が
、
自
身
の

育
っ
た
京
都
伝
統
の
料
理
「
京

の
お
ば
ん
ざ
い
」
を
披
露
す

る
。
京
都
倶
楽
部
会
員
で
な
く

て
も
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
友

達
を
誘
い
合
わ
せ
て
着
物
で
の

参
加
も
歓
迎
。
あ
な
た
の
好
き

な
京
都
の
場
所
、
観
光
名
所
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
ホ

テ
ル
な
ど
を
参
加
者
で
共
有
す

る
。
京
都
西
陣
織
の
お
洒
落
な

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
が
当
た
る
ラ
ッ

フ
ル
も
あ
る
。
参
加
費
１
人
70

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo.nykyotoclub@gmail.
com

　

Ｎ
Ｙ
京
都
倶
楽
部
事
務

局
ま
で
。

　

２
０
１
４
年
に
メ
キ
シ
コ
南

部
ゲ
レ
ロ
州
の
都
市
イ
グ
ア
ラ

近
く
で
大
学
生
43
人
が
行
方
不

明
と
な
っ
た
事
件
の
真
相
解
明

に
あ
た
っ
て
い
た
メ
キ
シ
コ
政

府
の
真
相
解
明
委
員
会
の
責
任

者
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
エ
ン
シ
ナ

ス
氏
は
19
日
、
責
任
者
を
辞
任

す
る
と
発
表
し
た
。
来
年
の
大

統
領
選
挙
の
与
党
候
補
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ア
・
シ
ャ
イ
ン
バ
ウ
ム
氏

の
選
挙
運
動
に
取
り
組
む
た
め

政
府
を
離
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

真
相
解
明
委
員
会
は
前
日
18

日
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
軍
の

関
与
を
示
す
文
書
を
公
表
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
９
年
前
の
事

件
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
現

在
ま
で
に
有
罪
判
決
は
誰
に
も

下
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
捜
査

や
裁
判
の
進
展
に
影
響
す
る
可

能
性
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
。
後
任
に
は
財
政
検
察
庁
長

官
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ル
ト

ゥ
ー
ロ
・
メ
デ
ィ
ナ
・
パ
デ
ィ

ヤ
氏
が
就
任
す
る
。

　

事
件
は
２
０
１
４
年
９
月
に

起
き
た
。
南
部
ア
ヨ
ツ
ィ
ナ
パ

に
あ
る
教
員
養
成
大
学
の
学
生

１
０
０
人
が
バ
ス
な
ど
を
使
い

１
９
６
８
年
の
学
生
虐
殺
を
記

念
す
る
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
集

会
に
向
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
イ

グ
ア
ラ
市
の
地
元
警
察
と
軍
に

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
ス
ー
・
ド
ノ
ヒ
ュ
ー
同

市
公
園
＆
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

局
長
は
15
日
、
ス
タ
テ
ン
島
の

埋
め
立
て
地
を
利
用
し
た
フ
レ

ッ
シ
ュ
キ
ル
ズ
公
園
の
一
部
ノ

ー
ス
・
パ
ー
ク
の
開
園
式
で
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。 

　

世
界
最
大
の
埋
め
立
て
地
だ

っ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ
ル
ズ
・
ラ

ン
ド
フ
ィ
ル
は
２
０
０
１
年
に

閉
鎖
と
な
り
、
公
園
の
建
設
工

事
は
08
年
に
始
ま
っ
た
。

　
上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
18

日
、
訪
日
中
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
理
事
長

の
表
敬
を
受
け
た
。
上
川
大
臣

か
ら
、
国
連
総
会
の
た
め
の
米

国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問
の
際

に
続
く
、
同
理
事
長
と
の
再
会

を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
米
国

に
お
け
る
文
化
発
信
と
知
的
交

流
の
拠
点
と
し
て
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
重
要
性

に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、
対
日
理

解
の
一
層
の
促
進
に
つ
な
げ
る

役
割
を
、
引
き
続
き
果
た
す
こ

と
を
期
待
す
る
と
述
べ
た
。

　
ウ
ォ
ー
カ
ー
理
事
長
か
ら

は
、
日
本
政
府
に
よ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
へ
の
支
援

に
謝
意
が
示
さ
れ
、
両
者
の
間

で
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
活
用

を
含
む
米
国
に
お
け
る
日
本
の

戦
略
的
な
対
外
発
信
の
在
り
方

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

ウ
ォ
ー
カ
ー
Ｊ
Ｓ
理
事
長

東
京
で
上
川
外
相
を
表
敬
訪
問

捕
ら
え
ら
れ
、
３
人
が
そ
の
場

で
殺
害
さ
れ
、
43
人
が
行
方
不

明
と
な
っ
た
。

　

ヘ
ス
ス
・
ム
リ
ジ
ョ
・
カ
ラ

ム
検
察
庁
長
官
（
当
時
）
は
同

年
11
月
に
、
学
生
ら
は
イ
グ
ア

ラ
市
長
の
命
令
で
警
察
に
拘
束

さ
れ
た
後
、
犯
罪
組
織
に
引
き

渡
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
、
遺
体
は

燃
や
さ
れ
て
川
に
遺
棄
さ
れ
て

い
た
と
発
表
し
た
。
首
謀
者
と

さ
れ
る
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ア
バ

ル
カ
市
長
と
妻
の
ア
ン
ゲ
レ

ス
・
ピ
ネ
ダ
容
疑
者
が
逮
捕
さ

れ
た
が
有
罪
と
は
な
ら
な
い
な

ど
解
明
に
は
ほ
ど
遠
く
、
当
時

の
エ
ン
リ
ケ
・
ペ
ー
ニ
ャ
ニ
エ

ト
大
統
領
政
権
は
国
家
的
犯
罪

の
捜
査
に
失
敗
し
た
と
国
民
か

ら
大
き
な
不
満
の
声
が
上
が
っ

た
。

　

２
０
１
８
年
７
月
の
大
統
領

選
で
圧
勝
し
た
左
派
の
ア
ン
ド

レ
ス
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ペ
ス
オ

ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
は
12
月
に

就
任
す
る
と
す
ぐ
に
、
大
統
領

令
で
真
相
解
明
委
員
会
の
設
置

を
決
め
、
責
任
者
に
エ
ン
シ
ナ

ス
氏
を
任
命
し
真
相
解
明
を
進

め
た
。

　

真
相
解
明
委
員
会
は
昨
年
８

月
19
日
、
失
踪
は
麻
薬
組
織
ゲ

レ
ロ
ス
・
ウ
ニ
ド
ス
と
複
数
の

政
府
機
関
に
よ
る「
国
家
犯
罪
」

だ
っ
た
と
結
論
付
け
る
報
告
書

を
提
出
。
当
時
、
事
件
の
捜
査

を
率
い
た
カ
ラ
ム
元
検
察
庁
長

官
が
強
制
失
踪
と
拷
問
、
司
法

妨
害
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
、
軍

司
令
官
ら
20
人
、
ゲ
レ
ロ
州
の

行
政
、
司
法
当
局
者
５
人
、
州

や
市
の
警
官
44
人
と
、
ゲ
レ
ロ

ス
・
ウ
ニ
ド
ス
の
構
成
員
14
人

な
ど
合
計
83
人
に
逮
捕
状
が
出

さ
れ
た
。

　

エ
ン
シ
ナ
ス
氏
は
ロ
ペ
ス
オ

ブ
ラ
ド
ー
ル
大
統
領
と
は
友
人

で
政
治
的
同
志
で
あ
り
、
人
権

担
当
の
ト
ッ
プ
と
し
て
政
権
内

か
ら
メ
キ
シ
コ
軍
部
を
批
判
す

る
数
少
な
い
人
物
だ
っ
た
。　

楽しい
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電
子
工
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
未
経
験
者
を
対
象
に

し
た
実
体
験
型
の
学
び
の
場

「
オ
ン
ラ
イ
ン
親
子IoT 

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
11
月
12
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
はRaspberry 

Pi

を
使
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
パ
イ
ソ
ン
（Python

）

と
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（Kintone

）
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
す
る
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
登
録

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体Binnovative

が

運
営
す
る
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
カ
デ
ミ

ー
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
） 

主
催
。
過

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
19
日
、
訪
問
先
の
イ

ス
ラ
エ
ル
の
首
都
エ
ル
サ
レ
ム

で
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

首
相
と
会
談
し
た
。 

　

Ｎ
Ｙ
州
議
会
の
民
主
党
員
間

で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
報
復
的

な
ガ
ザ
襲
撃
に
停
戦
を
求
め
る

声
も
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
の
対
立
に
お
け
る
米

国
の
任
務
に
対
す
る
意
見
が
分

か
れ
て
い
る
。
ま
た
最
低
で
も

１
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
出
身
で
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
生
存
者
の
孫
で
あ
る

オ
マ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
さ
ん

（
22
）
が
、
10
月
７
日
の
イ
ス

ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ

ル
南
部
の
侵
入
で
拉
致
さ
れ
た

去
の
参
加
者
（
子
ど
も
）
が
講

師
を
務
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
進
行
を
担
当
し
、
大
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
す
る
。
対

象
は
小
学
高
学
年
以
上
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
。
ま
た
、
次

回
以
降
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

Ｔ
Ａ
（Teaching Assistant

）

と
し
て
教
え
る
側
に
立
つ
こ
と

で
学
び
を
深
め
、
自
信
を
つ
け

て
い
る
子
供
達
も
増
え
て
い

る
。
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
日

目
は
12
月
10
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
う
機
器
を

事
前
に
購
入
す
る
（
50
ド
ル

前
後
）。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ルkidsiot@binnovative.

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ホ
ウ

ク
ル
知
事
は
17
日
に
テ
ル
ア
ビ

ブ
に
向
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

出
発
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら

の
動
画
記
者
会
見
で
ホ
ウ
ク
ル

知
事
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
外
で

最
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
人
口
が
多
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表
し
て
、

直
接
、
残
虐
行
為
の
あ
っ
た
現

地
を
訪
れ
て
報
告
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
っ

た
」
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
親

密
な
関
係
を
強
調
し
た
。 

　

知
事
室
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首

相
と
の
会
談
内
容
は
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事

は
米
国
主
要
ユ
ダ
ヤ
組
織
会
長

会
議
が
招
集
し
た
集
会
で
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
イ
ツ
ハ
ク
・
ヘ
ル

org

（NPO Binnovative.org 

主
宰
、
西
本
会
里
子
さ
ん
）
ま

で
。
申
し
込
み
は
28
日
（
土
）

ま
で
にhttps://sites.google.

com/blank-slate.nyc/kids-
iot/home/class-8-nov-23

か
ら
。

ツ
ォ
グ
大
統
領
と
も
会
見
し
、

キ
リ
ス
ト
の
墓
と
さ
れ
る
に
建

つ
性
墳
墓
教
会
を
訪
れ
た
。
ホ

ウ
ク
ル
知
事
は
、
ヘ
ル
ツ
ォ
グ

大
統
領
に
人
質
に
捕
ら
わ
れ
た

ニ
ュ
ー
ト
ラ
さ
ん
の
写
真
を
見

せ
な
が
ら
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

こ
れ
ら
の
人
質
と
は
強
い
関
連

が
あ
る
」
と
伝
え
た
。
多
く
の

イ
ス
ラ
エ
ル
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
イ
ス
ラ
エ
ル
南
部
の
ガ
ザ
と

の
境
界
近
く
の
村
ク
フ
ァ
ル
ア

ザ
も
視
察
し
た
。 

　

ま
た
訪
問
中
の
18
日
に
87
歳

で
死
去
し
た
ホ
ウ
ク
ル
知
事
の

父
ジ
ャ
ッ
ク
・
コ
ー
ト
ニ
ー
氏

を
惜
し
み
、
黒
の
装
い
で
嘆
き

の
壁
を
訪
れ
「
ハ
マ
ス
の
イ
ス

ラ
エ
ル
襲
撃
の
犠
牲
者
、遺
族
、

命
を
落
と
し
た
す
べ
て
の
罪
の

な
い
市
民
の
た
め
に
祈
る
。
こ

の
聖
な
る
地
を
訪
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
た
父
の
た
め

に
祈
る
」
と
書
い
た
紙
を
壁
の

隙
間
に
差
し
込
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

ホ
ウ
ク
ル
知
事
が

イ
ス
ラ
エ
ル
訪
問 

　

日
本
ク
ラ
ブ
初
代
会
長
、
富

山
県
高
岡
生
ま
れ
の
化
学
者
、
高
峰
譲
吉
博
士
（
１
８
５
４
〜

１
９
２
２
年
）
の
別
邸
「
松

楓
（
し
ょ
う
ふ
う
）
殿
」
は
、

１
９
０
４
年
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
に
て
日

本
館
の
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
建

設
さ
れ
、
博
覧
会
終
了
後
、
高

峰
博
士
が
譲
り
受
け
Ｎ
Ｙ
郊
外

（Forestburgh

）
に
移
築
し
、

日
米
親
善
の
社
交
場
や
政
財
界

の
要
人
の
迎
賓
館
と
し
て
利
用

さ
れ
た
。

　

数
奇
屋
大
工
と
し
て
Ｎ
Ｙ
を

中
心
に
活
動
し
た
故
・
小
林
繁

氏
は
、
90
年
代
後
半
か
ら
松
楓

殿
の
改
築
・
修
復
作
業
に
携
わ

り
、
そ
の
際
に
小
林
さ
ん
が
集

め
た
関
連
資
料
を
、
妻
の
小
林

遹
子
（
い
つ
こ
）
夫
人
が
ご
主

人
の
逝
去
後
、
ど
こ
か
に
寄
贈

し
た
い
と
思
い
、
友
人
の
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
研
究
家
、
増

地
矢
恵
子
さ
ん
に
相
談
。
増
地

さ
ん
が
高
峰
博
士
の
生
誕
地
の

富
山
県
高
岡
市
に
連
絡
を
取

り
、
２
０
２
３
年
春
、
小
林
夫

人
の
代
理
と
し
て
高
岡
市
を
訪

れ
て
寄
贈
し
た
。

　

今
回
、
高
岡
商
工
会
議
所
の

方
々
が
高
岡
市
の
団
体
研
修
の

た
め
Ｎ
Ｙ
訪
問
し
、
10
月
18
日

に
小
林
夫
人
と
増
地
さ
ん
と
一

緒
に
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
墓
地
の
高

峰
博
士
の
お
墓
や
、
キ
ャ
ッ
ツ

キ
ル
に
あ
る
松
風
殿
跡
地
を
訪

れ
、
そ
し
て
日
本
ク
ラ
ブ
を
訪

問
し
た
。

　

高
岡
商
工
会
議
所
で
は
、
高

峰
博
士
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え

る
「
高
峰
譲
吉
博
士
顕
彰
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
一
環
と
し
て
松
楓
殿
再
現
事

業
に
も
取
り
組
み
、
令
和
２
年

よ
り
高
岡
商
工
ビ
ル
１
階
ロ
ビ

ー
で
、
そ
の
一
部
を
再
現
公
開

し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
松
楓
殿
の
再
現
展

示
や
調
度
品
の
管
理
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
う
会
社
な

ど
、
松
楓
殿
再
現
に
関
わ
り
の

あ
る
企
業
な
ど
が
日
本
ク
ラ
ブ

を
訪
れ
、
日
本
ク
ラ
ブ
前
田
正

明
事
務
所
長
と
歓
談
し
た
。
ま

た
、
小
林
氏
が
作
っ
た
日
本
ク

ラ
ブ
４
階
の
和
室
・
松
の
間
と

竹
の
間
、
３
階
の
和
風
の
化
粧

室
な
ど
を
見
学
し
た
。
小
林
夫

人
は
「
私
の
人
生
に
は
常
に
松

楓
殿
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

高
峰
譲
吉
博
士
の
写
真
を

中
心
に
日
本
ク
ラ
ブ
で
記

念
撮
影

左
か
ら
４
番
目
日
本
ク
ラ

ブ
前
田
正
明
事
務
所
長
、

右
か
ら
３
番
目
増
地
矢
恵

子
さ
ん
、
４
番
目
小
林
遹

子
夫
人
、
そ
し
て
高
岡
商

工
会
議
所
の
方
々

松楓殿が日米結ぶ
高
峰
譲
吉
の
別
邸

高
岡
商
工
会
議
所
が
日
本
ク
ラ
ブ
訪
問

　

野
生
生
物
保
全
協
会
Ｗ
Ｃ

Ｓ
）
は
14
日
、
先
月
29
日
の
熱

帯
低
気
圧
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
被

害
を
受
け
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
動
物
園

を
無
期
限
で
休
業
に
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　

同
動
物
園
内
の
２
棟
の
建
物

の
地
下
に
は
雨
水
が
25
フ
ィ
ー

ト
ま
で
浸
水
し
、
暖
房
装
置
と

電
気
系
統
に
大
き
な
損
傷
を
及

ぼ
し
た
。
２
週
間
は
発
電
機
で

営
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
冬
は
仮
の
ボ
イ
ラ
ー
で
暖

気
を
維
持
す
る
と
い
う
。
同
協

会
Ｎ
Ｙ
市
内
動
物
園
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
ク
レ
イ
グ
・
パ
イ
パ
ー

氏
は「
動
物
た
ち
は
健
康
だ
が
、

イ
ン
フ
ラ
が
多
大
な
被
害
を
受

け
た
た
め
、
完
全
に
修
復
す
る

に
は
長
期
間
を
要
す
る
」
と
話

し
て
い
る
。 

地
下
の
排
水
作

業
は
す
で
に
完
了
し
、
修
復
作

業
の
準
備
も
整
っ
て
い
る
。
工

事
中
に
動
物
た
ち
を
移
動
さ
せ

る
必
要
も
な
い
と
い
う
。
パ
イ

パ
ー
氏
は
、
温
暖
化
が
原
因
の

異
常
気
象
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
施
設
を
再
構
築
す
る
良
い
機

会
だ
、
と
伝
え
て
い
る
。

風
邪
薬
の
一
部
を
撤
去

大
手
Ｃ
Ｖ
Ｓ
薬
局
か
ら

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク

動
物
園
荒
天
被
害
休
業

に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、
対
日
理

解
の
一
層
の
促
進
に
つ
な
げ
る

役
割
を
、
引
き
続
き
果
た
す
こ

と
を
期
待
す
る
と
述
べ
た
。

　
ウ
ォ
ー
カ
ー
理
事
長
か
ら

は
、
日
本
政
府
に
よ
る
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
へ
の
支
援

に
謝
意
が
示
さ
れ
、
両
者
の
間

で
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
活
用

を
含
む
米
国
に
お
け
る
日
本
の

戦
略
的
な
対
外
発
信
の
在
り
方

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

２
２
︶
富
山
県
高
岡
市
生
ま

れ
。
結
婚
後
、
ア
メ
リ
カ
に
永

住
。
消
化
酵
素
タ
カ
ジ
ア
ス
タ

ー
ゼ
、
ホ
ル
モ
ン
の
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
を
発
見
し
﹁
近
代
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
父
﹂
と
呼
ば

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
た

一
人
で
あ
り
、
当
時
の
東
京
都

知
事
・
尾
崎
行
雄
と
と
も
に
、

私
財
を
投
じ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
に
桜
の
木

を
寄
贈
、
日
米
親
善
に
も
多
大

な
功
績
を
残
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
と
日
本
ク
ラ
ブ

の
設
立
に
関
わ
り
日
本
ク
ラ
ブ

の
初
代
会
長
を
務
め
た
。

■
高
峰
譲
吉
博
士　
︵
た
か
み
ね
・

じ
ょ
う
き
ち
・
１
８
５
４
〜
１
９

修
復
に
携
わ
っ
た
数
寄
屋
大
工
故
小
林
繁
氏

改
築
資
料
を
高
岡
市
に
寄
贈
し
た
妻
が
来
米

　
日
系
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の
児

童
た
ち
が
授
業
の
一
環
の
見
学

学
習
で
よ
く
訪
れ
て
い
た
松
楓

殿
（
２
０
１
０
年
頃
撮
影
）

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
に
よ

る
と
５
日
午
後
７
時
40
分
頃
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
東
49
丁
目
３
番
街
近
く
の
ア

パ
ー
ト
で
部
屋
の
ド
ア
を
蹴
破

っ
て
侵
入
し
た
男
性
に
金
品
を

要
求
さ
れ
現
金
５
０
０
０
ド
ル

と
携
帯
電
話
を
奪
わ
れ
る
事
件

が
あ
っ
た
。
男
性
は
暗
い
色
の

日
産
ロ
ー
グ
で
逃
走
し
た
。
33

歳
の
女
性
住
人
が
犯
人
と
争
っ

た
際
に
負
傷
し
入
院
し
た
。

ド
ア
蹴
破
り
侵
入
強
盗

東
49
丁
目
の
ア
パ
ー
ト

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

　
大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
Ｃ

Ｖ
Ｓ
は
19
日
、
フ
ェ
ニ
レ
フ
リ

ン
の
み
を
有
効
成
分
と
す
る
咳

止
め
・
風
邪
薬
の
内
服
薬
を
自

主
的
に
撤
去
す
る
と
発
表
し

た
。
食
品
医
薬
品
局︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶

の
諮
問
委
員
会
が
先
月
そ
の
有

効
成
分
が
効
か
な
い
と
判
断
し

た
こ
と
を
受
け
、一
般
的
な
咳
・

風
邪
用
内
服
薬
の
一
部
を
自
主

的
に
撤
去
す
る
と
発
表
し
た
も

の
。

https://sites.google.com/blank-slate.nyc/kids-iot/home/class-8-nov-23
mailto:kidsiot@binnovative.org
Binnovative.org


チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
つ

開
拓
者
で
あ
れ

　

人
は
え
て
し
て
変
化
を
好
ま

ず
、
現
状
を
守
ろ
う
と
し
が
ち

で
す
。
し
か
し
新
し
い
こ
と
や

　

京
セ
ラ
の
歴
史
は
人
の
や
ら

な
い
こ
と
、
人
の
通
ら
な
い
道

を
自
ら
進
ん
で
切
り
ひ
ら
い
て

困
難
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ

ず
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
は
、

す
で
に
退
歩
が
始
ま
っ
て
い
る

き
た
歴
史
で
す
。
誰
も
手
が
け

た
こ
と
の
な
い
新
し
い
分
野
を

開
拓
し
て
い
く
の
は
容
易
で
は

16

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
の
は
高

い
目
標
を
設
定
し
、
現
状
を
否

定
し
な
が
ら
常
に
新
し
い
も
の

を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
言
葉
は
勇

ま
し
く
非
常
に
こ
こ
ろ
よ
い
響

き
を
も
つ
言
葉
で
す
が
、
こ
れ

に
は
裏
づ
け
が
必
要
で
す
。
困

難
に
立
ち
向
か
う
勇
気
と
ど
ん

な
苦
労
も
厭
わ
な
い
忍
耐
、
努

力
が
必
要
な
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
に
は
と
て
も
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
難
し
い
も
の

を
つ
く
る
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
連
続
が
、
京
セ
ラ
を
若
々
し

く
魅
力
あ
る
会
社
に
し
て
き
た

の
で
す
。

な
く
、
海
図
や
羅
針
盤
も
な
い

状
況
で
大
海
原
を
航
海
す
る
よ

う
な
も
の
で
す
。
頼
り
に
な
る

の
は
自
分
た
ち
だ
け
で
す
。

　

開
拓
す
る
と
い
う
こ
と
は
た

い
へ
ん
な
苦
労
が
伴
い
ま
す

が
、
反
面
こ
れ
を
や
り
遂
げ
た

と
き
の
喜
び
は
何
も
の
に
も
代

え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
未
踏
の
分
野
の
開

拓
に
よ
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
事

業
展
開
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ど
ん
な
に
会
社
が
大
き
く
な

っ
て
も
、
私
た
ち
は
未
来
に
夢

を
描
き
、
強
烈
な
思
い
を
抱
く

開
拓
者
と
し
て
の
生
き
方
を
と

り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

2023年（令和 5年）10月 28日（土） ［総　合］　　（6）
　
「
英
語
発
音
を
知
る
事
が
リ

ス
ニ
ン
グ
上
達
の
近
道
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
英
語
を
学
ぶ

際
リ
ス
ニ
ン
グ
の
上
達
に
結
び

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
訓
練
方
法

は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
ご

質
問
が
届
き
ま
し
た
。

　

英
語
は
日
本
語
の
カ
タ
カ
ナ

と
違
い
、
１
つ
１
つ
の
文
字
を

均
等
に
発
音
せ
ず
英
語
特
有
の

リ
ズ
ム
や
文
節
が
あ
る
為
、
日

本
語
に
慣
れ
て
い
る
私
達
は
英

語
の
聞
き
取
り
が
難
し
く
感
じ

ま
す
。
今
日
は
、
文
脈
に
頼
ら

ず
に
聞
き
取
る
た
め
の
、
単
語

の
覚
え
方
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
教
え
し
ま
す
。

①
音
節
の
数

　

発
音
記
号
が
音
節
ご
と
に
分

か
れ
て
い
る
辞
書
を
使
っ
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば

bridge

は
１
音
節
、tunnel

は
２
音
節
で
す
。

②
強
弱
と
リ
ズ
ム

　

ア
ク
セ
ン
ト
マ
ー
ク
が
入
る

音
節
は
強
く
発
音
さ
れ
、
そ
れ

以
外
は
弱
く
発
音
さ
れ
ま
す
。

tunnel 

は
初
め
の
音
節
の
み

に
ア
ク
セ
ン
ト
マ
ー
ク
が
入
っ

て
い
る
た
め
、
強-

弱
リ
ズ
ム

で
す
。

③
強
い
音
節
の
母
音
の
音
色

　

辞
書
の
音
声
リ
ン
ク
を
聞
い

て
一
番
目
立
つ
音
を
知
り
ま

す
。tunnel

が
通
じ
な
い
場

合
は
「
ト
ン
」
と
日
本
語
の
音

を
発
音
し
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

て
覚
え
た
単
語
は
聞
き
取
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
発
音
記
号
に

慣
れ
る
こ
と
は
、
リ
ス
ニ
ン
グ

の
た
め
に
も
重
要
な
ス
テ
ッ
プ

な
の
で
す
。 

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

単
語
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
と

ア
ジ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ

ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
共
同
企
画

座
談
会
「
ア
ジ
ア
人
と
し
て
の

生
き
づ
ら
さ
を
一
緒
に
語
り
ま

せ
ん
か
？
」
が
毎
月
第
２
土
曜

日
午
後
2
時
か
ら
3
時
ま
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
る
（
座

長
：
ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子
）。

　

ア
ジ
ア
人
へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
が
多
発
す
る
中
、
不
安
な

気
持
ち
な
ど
、
話
し
合
え
る
場

を
提
供
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

次
の
通
り
。

 

▽
「
ス
ト
レ
ス
軽
減
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ス
」
イ
ン
パ

ー
ソ
ン
ク
ラ
ス
＝
会
場
：
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
・
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
10

月
25
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

３
時
ま
で
。
11
月
10
日
（
金
）

午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
。
12

月
8
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

３
時
ま
で
（
無
料
）。
講
師
：

高
森
英
治　

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
＆
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
＝
10
月

14
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

４
時
ま
で
。 

11
月
11
日
（
土
）

午
後
３
時
か
ら
４
時
ま
で
。            

▽
「
専
門
家
に
よ
る
心
理
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」個
人
情
報
厳
守
。

以
前
の
よ
う
に
気
軽
に
外
に
出

る
こ
と
を
躊
躇
う
よ
う
に
な
っ

た
人
の
た
め
に
ク
リ
ニ
カ
ル
・

サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
る
窪
田

絵
里
氏
（ Ph.D.

）
と
の
お
話

の
時
間
を
無
料
で
提
供
。

 

▽
無
料
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
＝
「
最

近
の
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
変
化
」
無
意
識
に

根
付
い
た
ア
ジ
ア
人
で
あ
る

た
め
の
不
安
と
の
対
応
の
仕

方
を
、
ク
リ
ニ
カ
ル
・
サ
イ

コ
ロ
ジ
ス
ト
の
窪
田
氏
と
話

し
て
い
く
。
日
時
：
11
月
18

日
（
土
）
曜
日　

西
海
岸
時

間
午
後
8 

時
か
ら
午
後
９
時

30
分
。
会
場
：
オ
ン
ラ
イ
ン
。

講
師
：
窪
田
絵
理 Ph.D.　
ク

リ
ニ
カ
ル
・
サ
イ
コ
ロ
ジ

ス
ト
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
開
催

アジア人としての生きづらさ
 

窪田氏 高森氏

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
http://myriverside.net/home
http://www.seishinjukuny.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org


（7）　　 ［ローカル経済］ 2023年（令和 5年）10月 28日（土）

企
業
文
化
の
醸
成
（
そ
の
２
）

クイックUSA

　

企
業
文
化
の
醸
成
は
、
企
業

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
価
値
を
具
現
化

す
る
要
素
と
し
て
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
利
厚
生
や
祝
日

の
設
定
は
そ
の
一
例
で
、
こ
れ

ら
は
従
業
員
に
対
す
る
企
業
の

考
え
方
や
姿
勢
を
示
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

Black Lives Matter

の
動
き

が
広
ま
っ
た
翌
年
、
多
く
の
企

業
がMartin Luther King Jr 

Day

を
祝
日
と
し
て
制
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
社
会
的
な
動
き

に
対
す
る
企
業
の
リ
ス
ポ
ン
ス

と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、COVID-19

の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
促
進
さ
せ
る
一
方
で
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
応

し
て
、
多
く
の
企
業
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
関
連
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
提
供
し
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
は
英
語
の
ク
ラ
ス
や
大
学

費
用
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
教
育
関

連
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
提
供
す

る
企
業
が
増
加
し
、
最
近
で
は

育
児
休
暇
や
家
族
介
護
休
職
関

連
の
制
度
が
ト
レ
ン
ド
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

全
て
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
提

供
す
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
致
し
た

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
や
、
企
業
文
化

に
沿
っ
た
働
き
方
の
提
供
は
非

常
に
重
要
で
す
。
従
業
員
は
今

や
、
自
分
自
身
と
価
値
観
が
合

致
す
る
企
業
で
働
く
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、
魅
力
的
な
企
業

文
化
は
従
業
員
の
流
出
を
防
止

し
、
新
た
な
人
材
を
引
き
寄
せ

る
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高

め
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
が
企
業
の
成
功
に
直
結
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
市
場
で
の

競
争
優
位
性
を
築
く
た
め
に

は
、
優
れ
た
企
業
文
化
の
醸
成

が
近
道
と
な
り
ま
す
。
実
際
、

Ｐ
Ｗ
Ｃ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
企

業
文
化
は
戦
略
や
運
営
よ
り
も

重
要
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

企
業
文
化
は
単
な
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
従
業

員
の
日
々
の
体
験
や
企
業
の
価

値
観
を
具
現
化
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
企
業
は
社
会
の

変
化
や
従
業
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
、
柔
軟
に
企
業
文
化
を
進

化
さ
せ
、
よ
り
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
企
業

は
持
続
可
能
な
成
長
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
榊
原
将　
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ
チ
：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
刊
は
、

ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　Gag Order とは法律用語で箝（かん）口令という意味です。Gagは轡（くつわ）、つまり馬や犬の口
にはませる器具で、動詞としては発言を禁じることです。今、裁判所がGag Order をトランプ前大統領に
科するかを米国民が注視しています。トランプ氏は3年前の大統領選でバイデン氏当選を阻止しようと
違法行為を行なった容疑で、検察に刑事訴追されました。トランプ氏はその容疑を否認するだけでなく、
検察官、訴訟証人となる見込みのある人、加えて裁判官をも脅かす発言を繰り返しています。

　この事態に、検察はトランプ氏の不適切な発言をすることを禁じるGag Order を求めています。目的は裁判が法定外での論
議に左右される事を防ぐことであり、中でも、発言が関係者を脅したり、暴力を誘発する可能性を封じるためです。また、市
民から選ばれる陪審員を被告からの威圧的な言動から擁護する意味もあります。
　検察の主張について、トランプ氏側は、憲法修正第１条が保証する言論の自由（Freedom of Speech) を根拠として、来年の
大統領選へ出馬を表明している候補者へのGag Order は認められないと主張します。米国の歴史上、元大統領が刑事訴追を受
けた例はありません。そして、大統領選に出馬を表明する候補者にGag Order を出すことができるのかが、過去に論議された
こともありません。
　裁判所はトランプ氏にGag Order を発するのか、その場合その範囲・条件はどうなのか。それに対してトランプ氏がどのよ
うな反論・抵抗をするのか・・・来年に予期される本件刑事裁判の前哨戦として、Gag Order をめぐる戦いは苛烈なものとなり
つつあります。                                                                　　　　　　　　　　　　　　　　  （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Gag Order    箝口令

 【260】

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
政
策
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
11
月
６
日
（
月
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、Ｊ
Ｓ（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
、

「
米
中
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
覇
権
競

争
：
半
導
体
産
業
と
日
本
の
地

政
学
的
立
ち
位
置
」
と
題
し
た

討
論
会
を
開
催
す
る
。

　

半
導
体
分
野
に
て
競
合
関
係

に
あ
る
米
中
に
焦
点
を
当
て
、

半
導
体
が
も
つ
重
要
性
や
そ
の

地
政
学
的
影
響
、
日
本
の
半
導

体
戦
略
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
め

ぐ
る
米
中
関
係
の
展
望
に
つ
い

て
専
門
家
の
見
解
と
と
も
に
議

論
を
深
め
る
。 

ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
エ
ミ
リ
ー
・
ベ
ン
ソ
ン
氏

（
戦
略
国
際
問
題
研
究
所　

貿

易
・
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

講
座
上
席
研
究
員
）、
ク
リ
ス
・

ミ
ラ
ー
氏
（
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ

ッ
チ
ャ
ー
法
律
外
交
大
学
院
国

際
歴
史
学
准
教
授
）、
鈴
木
一

人
氏
（
東
京
大
学
公
共
政
策
大

学
院
教
授
、
国
際
文
化
会
館
地

経
学
研
究
所
長
）。
討
論
会
、

質
疑
応
答
の
あ
と
、
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
一
般
20
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
15
ド
ル
、
学
術
・
政

府
関
係
者
15
ド
ル
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/
events/

を
参
照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

半
導
体
講
演
会
11 月 6 日

　

大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ

ー
ン
の
ラ
イ
ト
・
エ
イ
ド
は
19

日
、
破
産
保
護
申
請
に
伴
う
再

編
の
た
め
、
Ｎ
Ｙ
州
内
20
店
舗

を
含
む
全
１
５
４
店
舗
を
閉
店

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
拠
点
と
す
る

同
社
は
他
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

と
同
様
に
、麻
薬
性
鎮
痛
剤（
オ

ピ
オ
イ
ド
）
の
大
量
処
方
で
中

毒
者
が
激
増
し
た
い
わ
ゆ
る

「
オ
ピ
オ
イ
ド
・
ク
ラ
イ
シ
ス
」

に
関
与
し
た
と
し
て
、
何
百
件

も
の
訴
訟
を
抱
え
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
米
国
証
券
取
引
委
員

会
に
よ
る
と
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
を
拠
点
と
す
る
同
社
の
今

年
前
半
６
か
月
の
損
失
は
約

13
億
ド
ル
で
、
昨
年
の
同
時
期

比
の
２
倍
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。 

同
社
は
15
日
、
破
産
法
11
条
の

適
用
を
申
請
し
、
再
編
過
程
で

の
店
舗
運
営
と
従
業
員
確
保
の

た
め
の
資
金
34
・
５
億
ド
ル
を

受
理
し
た
。
同
社
は
17
州
で

２
３
０
０
店
舗
を
展
開
し
、
薬

剤
師
６
３
０
０
人
を
含
む
従
業

員
４
万
５
０
０
０
人
以
上
を
雇

用
し
て
い
る
。

ラ
イ
ト
エ
イ
ド
倒
産

オ
ピ
オ
イ
ド
ク
ラ
イ
シ
ス
で

　

国
連
本
部
の
す
ぐ
近
く
の
空

き
地
に
カ
ジ
ノ
の
建
設
を
目
指

す
民
間
会
社
ソ
ロ
ビ
エ
フ
・
グ

ル
ー
プ
は
、
カ
ジ
ノ
は
地
下
に

作
り
、
ホ
テ
ル
の
ほ
か
博
物
館

や
観
覧
車
な
ど
を
作
る
と
し
て

入
札
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
の

ほ
ど
手
頃
な
家
賃
の
ア
フ
ォ
ー

ダ
ブ
ル
・
ア
パ
ー
ト
も
建
設
す

る
と
発
表
し
た
。
カ
ジ
ノ
建
設

に
否
定
的
な
地
元
住
民
の
理
解

を
得
る
た
め
で
、
２
つ
の
住
居

タ
ワ
ー
ビ
ル
１
３
２
５
戸
の
う

ち
５
１
３
戸
に
は
所
得
制
限
を

設
け
、
こ
の
エ
リ
ア
の
平
均
収

入
の
80
％
未
満
（
例
え
ば
３
人

家
族
で
10
万
２
千
ド
ル
未
満
）

の
人
に
の
み
提
供
す
る
。
１
ル

ー
ム
か
ら
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
ま

で
あ
り
、
賃
料
は
確
定
し
て
い

な
い
が
市
場
価
格
よ
り
低
い
家

賃
に
す
る
。
残
り
の
８
１
２
戸

は
市
場
価
格
の
賃
貸
と
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
の
組
み
合
わ
せ
に
な

る
。

　

実
現
さ
れ
れ
ば
、
２
０
１
０

年
か
ら
２
０
２
０
年
に
か
け
て

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
イ
ー
ス
ト
に

建
設
さ
れ
た
わ
ず
か
３
５
６
戸

の
住
宅
よ
り
も
手
頃
な
価
格
の

住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

　

地
元
か
ら
は
カ
ジ
ノ
建
設
に

は
疑
問
の
声
が
強
く
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
委

員
会
６
区
は
昨
年
投
票
を
行

い
、
交
通
へ
の
懸
念
と
カ
ジ
ノ

に
対
す
る
疑
問
か
ら
カ
ジ
ノ
を

含
む
計
画
を
拒
否
し
た
。
ソ
ロ

ビ
エ
フ
・
グ
ル
ー
プ
は
ホ
テ
ル

や
小
売
店
や
飲
食
店
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
の
展
示
な
ど
民
主
主
義

が
テ
ー
マ
の
博
物
館
、
一
般
に

開
放
さ
れ
る
４
・
７
エ
ー
カ
ー

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
緑
地

な
ど
地
域
開
発
を
セ
ッ
ト
に
提

国
連
本
部
近
く
に

カ
ジ
ノ
建
設
計
画

案
を
し
て
き
た
。
地
元
の
反
対

で
観
覧
車
は
断
念
し
た
も
の

の
、
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
家
ブ
ル

ー
ス
・
マ
ン
ロ
ー
制
作
の
巨
大

な
照
明
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
設
置
予
定
で
「
フ
ー
ダ
ム
プ

ラ
ザ
」
と
名
付
け
て
い
る
が
、

「
カ
ジ
ノ
の
た
め
の
ト
ロ
イ
の

木
馬
だ
」
な
ど
と
地
元
住
民
か

ら
は
批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
今
回
の
ア
パ
ー
ト
の
提
案
に

つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
委

員
会
の
予
算
・
政
務
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
レ
シ
ュ
マ
・
パ
テ

ル
氏
は
、
自
身
は
そ
れ
で
も
反

対
と
し
つ
つ
も
「
考
え
直
す
人

も
い
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

ソ
ロ
ビ
エ
フ
・
グ
ル
ー
プ
は

国
連
本
部
ビ
ル
の
南
側
に
あ
っ

た
コ
ン
・
エ
ジ
ソ
ン
発
電
所

跡
地
を
所
有
し
て
い
る
。
広

さ
は
東
京
ド
ー
ム
半
分
強
に

当
た
る
６
・
７
エ
ー
カ
ー
（
約

２
万
７
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
で
、
カ
ジ
ノ
運
営
会
社
の

モ
ヒ
ガ
ン
と
提
携
し
て
カ
ジ
ノ

を
作
る
計
画
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

２
０
１
３
年
に
、
そ
れ
ま
で
禁

止
し
て
い
た
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
ス

タ
イ
ル
の
本
格
的
カ
ジ
ノ
建
設

を
認
め
た
。
タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク

エ
ア
や
五
番
街
、
ハ
ド
ソ
ン
ヤ

ー
ド
や
大
リ
ー
グ
・
メ
ッ
ツ
の

シ
テ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド
付
近
な
ど

少
な
く
と
も
11
カ
所
で
カ
ジ

ノ
設
置
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
か
ら
入
札
の
動
き
が
あ

る
。
州
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
規
制
当

局
は
今
年
後
半
に
も
３
カ
所
を

認
可
す
る
方
針
だ
が
地
元
と
の

調
整
で
審
査
が
長
引
く
可
能
性

も
あ
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
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第
29
回
Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ゴ
ル
フ
大
会

 吉田仁さん優勝！
81人がエントリー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

は
10
月
16
日
（
月
）、「
第
29
回

Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
（
主
催
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
、
協
賛
：
Ａ
Ｎ
Ａ
・

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
、後
援
：

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、よ
み
タ
イ
ム
）

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ヘ
ン
プ
ス

テ
ッ
ド
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
」
で
開

催
。
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館

の
遠
藤
彰
主
席
領
事
を
含
む
総

勢
81
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　

ル
ー
ル
は
、
各
自
が
決
め
ら

れ
た
ホ
ー
ル
か
ら
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
す
る
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方

式
。
当
日
朝
の
天
候
は
曇
り
。

週
末
の
雨
で
コ
ー
ス
・
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
危
惧
さ
れ
た
も
の

の
、
午
前
９
時
30
分
、
予
定
通

り
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
開
始
。
ス

タ
ー
ト
時
は
低
か
っ
た
気
温
も

次
第
に
上
昇
し
、
秋
晴
れ
の
下

で
の
大
会
と
な
っ
た
。

◇

　

競
技
後
は
表
彰
式
を
開
催
。

今
回
は
６
ホ
ー
ル
を
隠
し
ホ
ー

ル
に
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
算
出
す
る
ペ
リ
ア
方
式
を
採

用
し
順
位
を
決
定
し
た
。

　

元
来
の
実
力
に
加
え
、
運
も

順
位
に
大
き
く
左
右
す
る
大
会

で
、
ト
ッ
プ
２
人
が
同
じ
ネ
ッ

ト
ス
コ
ア
と
い
う
接
戦
を
展

開
。
最
終
的
に
は
ア
ウ
ト
・
イ野村支店長、優勝の吉田さん、 佐藤ＪＡＡ会長 

惜しくも２位の安村さん僅差で３位の好井さん

ン
、
各
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア
が
比

較
さ
れ
、
見
事
、
吉
田
仁
さ
ん

が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
同
時
開
催
の

ド
ラ
コ
ン
賞
（
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
）
も
獲
得
。

　
「
今
日
は
リ
ズ
ム
良
く
プ
レ

ー
で
き
ま
し
た
。
ド
ラ
コ
ン
賞

も
獲
得
し
た
上
、
最
後
に
優
勝

す
る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
日
は
良

い
日
に
な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔

で
喜
び
を
語
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
社
の

野
村
俊
央
米
州
室
長
・
Ｎ
Ｙ
支

店
長
か
ら
、
優
勝
カ
ッ
プ
と
副

賞
の
「
Ａ
Ｎ
Ａ　

Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
東

京
往
復
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
航
空

券
」
が
贈
ら
れ
た
。
２
位
は
安

村
須
賀
夫
さ
ん
、
３
位
は
好
井

康
祐
さ
ん
が
入
賞
し
た
。

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
男
性
部
門

は
、
73
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
カ
ー

ク
・
オ
グ
リ
さ
ん
が
、
女
性
部

門
は
、
85
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
花

岡
千
賀
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
獲

得
。

　

な
お
４
つ
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
は
、
現
金
１
万
ド
ル
が
当

た
る
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン
賞（
総

額
４
万
ド
ル
）
が
設
け
ら
れ
た

が
、
該
当
者
は
な
か
っ
た
。

◇

　

順
位
発
表
と
並
行
し
て
恒
例

の
ラ
ッ
フ
ル
も
開
催
。
豪
華
賞

品
が
多
数
出
品
さ
れ
大
盛
況

で
、
売
り
上
げ
は
６
０
０
０
ド

ル
に
上
っ
た
。
特
賞
の
「
Ａ
Ｎ

Ａ　

Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
東
京
往
復
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
航
空
券
」
は
、

長
谷
川
久
美
子
さ
ん
が
射
止

め
、
野
村
支
店
長
か
ら
目
録
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
１
等
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ

ト
ラ
ベ
ル
（
石
田
圭
子
会
長
）

提
供
の「
ア
メ
リ
カ
国
内
線（
ハ

ワ
イ
＆
ア
ラ
ス
カ
を
除
く
48

州
）
往
復
チ
ケ
ッ
ト
（
ペ
ア
）」

で
、
竹
田
勝
男
さ
ん
が
獲
得
。

石
田
会
長
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
が
贈

ら
れ
た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
の
売
り
上
げ
と
参

加
費
の
一
部
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
充

て
ら
れ
る
。

◇

　

最
後
は
デ
ビ
ッ
ド
廣
村
大
会

委
員
長
が
、
参
加
者
・
協
賛
企

業
お
よ
び
個
人
に
感
謝
の
意
を

表
明
。
次
回
大
会
で
の
再
会
を

約
束
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
無

事
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
文
・
写
真
：
ケ
ー
シ
ー
谷
口
）

Name Gross HC NET
1 YOSHIDA, Jin 86 19.2 66.8
2 YASUMURA, Sugao 110 43.2 66.8
3 YOSHII, Kosuke 98 28.8 69.2
4 MIYAZAKI, Taiki 79 9.6 69.4
5 MINAMI, Hirooki 77 7.2 69.8
6 OHARA, Ryo 99 28.8 70.2
7 MIKOSHI, Yoshinori 106 33.6 72.4
8 YAMAGATA, Ren 87 14.4 72.6
9 HARADA, Yukio 111 38.4 72.6
10 YAMAMOTO, Tatsuya 80 7.2 72.8
11 ORIOLE, Frank 83 9.6 73.4
12 URUSHIBARA, Ken 93 19.2 73.8
13 MIYAKAWA, Shuji 96 21.6 74.4
14 SATO, Keita 89 14.4 74.6
15 AKIMOTO, Ryosuke 101 26.4 74.6
16 ORIOLE, Jarrod 94 19.2 74.8
17 SATO, Koji 118 43.2 74.8
18 ENDO, Shoji 99 24 75
19 IIMURA, Haruo 95 19.2 75.8
20 YAMAGUCHI, Nobuko 105 28.8 76.2

成績：上位入賞者

ラ
ッ
フ
ル
特
賞
を
獲
得
し

た
長
谷
川
さ
ん
（
中
央
）

ラッフル１等獲得の竹田さん
（右）と石田 IACE会長

http://jaany.org/
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■SDGs

サ
ミ
ッ
ト
概
要
：
目

標
達
成
度
15
％

　

今
年
は
、
２
０
１
５
年
採
択

か
ら
目
標
２
０
３
０
ま
で
の
中

間
年
。
２
０
２
３
サ
ミ
ッ
ト
は

進
捗
状
況
と
課
題
を
確
認
し
、

各
国
が
再
始
動
を
加
速
さ
せ
る

重
要
な
行
動
を
提
案
し
た
。
世

界
は
、
気
候
変
動
や
紛
争
（
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
パ

レ
ス
チ
ナ
戦
争
）
な
ど
危
機
で

歴
史
上
重
要
な
岐
路
に
立
っ

て
い
る
。
最
新
デ
ー
タ
で
は

SDGs

達
成
度
は
15
％
。
総
じ

て
進
捗
度
が
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は

２
０
２
３
年
国
連SDGs

サ
ミ
ッ
ト
閉
会

 

全
体
の
達
成
率
15
％
止
ま
り　

課
題
と
今
後

不
平
等
の
悪
化
に
危
機
感
を
表

明
し
、先
進
国
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ノ
ー
ス
）
と
途
上
国
（
サ
ウ
ス
）

の
格
差
を
再
認
識
す
る
重
要
な

機
会
と
な
っ
た
。

■
加
盟
国
１
４
４
の
声
明

　

加
盟
国
１
４
４
の
声
明
か

ら
重
要
な
課
題
と
分
野
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。
ま
ず
今

後
のSDGs

刺
激
策
で
年
間

５
０
０
０
億
ド
ル
が
必
要
。
効

果
的
な
債
務
救
済
案

と
流
通
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
改
革
、
民
間

資
金
活
用
で
途
上
国

支
援
が
必
須
だ
。

■
今
後
の
重
要
項
目

・
第
１
に
投
資
資
金
。
欧
州
が

資
金
が
毎
年
汚
職
に
よ
っ
て
失

わ
れ
て
い
る
。
５
％
の
汚
職
金

はSDGs

資
金
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
の
に
大
き
く
貢
献
で
き

る
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
残
り
７

年
。
総
会
はSDGs

サ
ミ
ッ
ト

２
０
２
３
宣
言
を
再
認
識
し
再

始
動
す
る
と
共
通
決
意
で
一
致

し
た
。

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

今
後
５
年
間
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
、

質
の
高
い
教
育
、
グ
リ
ー
ン
環

境
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
３
１
８
０
億
ド
ル
投
資
す
る

と
公
約
。

・
第
２
に
飢
餓
問
題
。
世
界

緊
急
課
題
の
ひ
と
つ
が
食

料
不
足
。
22
年
は
12
億
人

が
、
30
年
は
世
界
人
口
８
％

（
６
億
８
０
０
０
万
人
）
が
飢

餓
に
直
面
。

・
第
３
に
気
候
変
動
。
最
重
要

な
世
界
共
通
課
題
。
気
候
変
動

の
害
と
自
然
災
害
の
深
刻
さ
を

強
調
。
頻
度
の
増
加
は
地
球
環

境
の
悪
化
と
、
北
と
南
の
不
均

衡
を
拡
大
す
る
。

・
第
４
に
教
育
。
質
の
高
い
教

育
で
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
重

要
性
を
認
識
。
３
つ
の
課
題
に

①
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
②
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
、
③
政
府
指
導
原
則
の
強

化
。

・
第
５
に
政
治
宣
言
。
加
盟
国

に
行
動
を
呼
び
掛
け
た
。
達
成

率
15
％
は
政
府
の
政
策
に
怠
慢

が
あ
る
と
指
摘
。

・
第
６
に
汚
職
と
法
支
配
の
重

要
性
。
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
５
％
の

　

Ｎ
Ｊ
州
ウ
ェ
イ
ン
市
に
あ
る

マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
・
セ

ン
タ
ー
で
18
日
、
Ｎ
Ｙ
平
和

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
代
表

で
『
卍
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ

ツ(The Buddhist Swastika 
and Hitler’s Cross)

』
の
著

者
、
Ｎ
Ｙ
仏
教
連
盟
名
誉
会

長
で
あ
る
中
垣
顕
実
法
師
が

米
国
イ
ン
ド
人
連
合United 
States Hindu Alliance

（
Ｕ

Ｓ
Ｈ
Ａ
）
か
ら
表
彰
（Voices 

of Courage Award

）
を
う
け

た
。

　
「
卍
は
イ
ン
ド
で
は
日
常
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
用
い

ら
れ
る
。
卍
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
だ

け
で
な
く
、
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ

教
、
先
住
民
族
な
ど
に
善
良
な

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
さ

れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
歴
史

は
１
万
５
０
０
０
年
に
も
遡

る
。
第
二
次
大
戦
以
降
、
ナ
チ

ス
の
台
頭
に
よ
り
、
西
洋
で
邪

悪
な
シ
ン
ボ
ル
の
濡
れ
衣
を
着

せ
ら
れ
た
卍（
ス
ワ
ス
テ
ィ
カ
）

の
正
し
い
意
味
を
認
識
さ
せ
る

運
動
が
ア
メ
リ
カ
の
中
で
進
ん

で
い
る
が
、
そ
の
先
駆
者
的
な

役
割
を
担
っ
た
の
が
今
日
の
授

賞
者
で
あ
る
」
と
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ａ
の

会
長
の
ゴ
ク
ル
・
ク
ン
ナ
ス
氏

は
話
す
。

　
「
そ
の
歴
史
的
な
運
動
の
上

で
欠
か
せ
な
い
本
が
中
垣
氏
の

著
書
で
あ
り
、
私
は
ユ
ダ
ヤ
人

で
、
大
量
殺
戮
の
研
究
を
し
て

い
る
が
、そ
の
本
に
出
会
っ
て
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
中
で
ス
ワ
ス
テ
ィ

カ
（
卍
）
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
ハ
ー

ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
は
別
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
ジ
ェ
フ
・
カ
ル
マ
ン
氏

は
受
賞
の
挨
拶
で
述
べ
た
。

　
「
私
の
卍
の
研
究
が
イ
ン
ド

人
の
方
々
の
大
き
な
力
に
な
る

と
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
神
学
校

で
の
博
士
論
文
を
書
い
て
い

る
と
き
に
は
想
像
も
し
て
い

な
か
っ
た
。
も
と
も
と
こ
の

研
究
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の

は
、
２
０
０
９
年
に
さ
ま
ざ
ま

な
宗
教
者
が
集
ま
っ
た
ヘ
イ

ト
・
ク
ラ
イ
ム
の
セ
ミ
ナ
ー
で

そ
の
専
門
家
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が

卍
は
普
遍
的
な
悪
の
シ
ン
ボ
ル

と
述
べ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ

の
人
が
仏
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た

ち
が
善
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用

い
て
い
る
こ
と
を
全
く
知
ら

な
か
っ
た
の
だ
」「
日
本
語
で

は
２
０
１
３
年
に
出
版
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
卍
は
タ
ブ

ー
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
た
め

２
０
１
８
年
に
や
っ
と
出
版
で

き
た
」
と
中
垣
氏
は
そ
の
経
緯

を
話
す
と
と
も
に
多
く
の
人
々

の
協
力
で
本
の
出
版
、
卍
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
さ
ら
に
は

卍
を
大
切
に
す
る
文
化
圏
が
集

ま
っ
て
卍
の
声
明
を
出
す
に
至

っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し

た
。（
文
責
・
写
真
：
Ｎ
Ｙ
平

和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）

　

卍
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ

ツ
（
英
語
版
）https://

w
w
w
.am

azon.com
/

Buddhist-Sw
astika-

Hitlers-Cross-Rescuing/
dp/1611720451/

卍
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ

違
い
を
説
く
日
本
人
僧
侶

中
垣
さ
ん
を
表
彰
米国インド人連合

https://america-keitai.com/
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
https://www.amazon.com/Buddhist-Swastika-Hitlers-Cross-Rescuing/dp/1611720451/


2023年（令和 5年）10月 28日（土） ［総　合］　　（10）

42

松
茸
の
天
ぷ
ら

松
茸
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
焼
き

土
瓶
蒸
し

【
作
り
方
】

　

天
ぷ
ら
ご
ろ
も
の
材
料
を
混

ぜ
合
わ
せ
、
半
分
に
縦
に
切
っ

た
松
茸
と
春
菊
を
添
え
て
箸
で

く
ぐ
ら
せ
て
一
緒
に
揚
げ
、
高

温(

約
１
８
０
℃)

に
熱
し
た

揚
げ
油
カ
ラ
リ
と
揚
げ
て
油
を

き
る
。
皿
に
盛
り
、
す
だ
ち
と

天
つ
ゆ
を
添
え
る
。
松
茸
が
手

に
入
ら
な
い
場
合
は
、
エ
リ
ン

【
作
り
方
】

　

す
だ
ち
を
半
分
に
切
る
。
松

茸
は
石
づ
き
の
硬
い
部
分
を
包

丁
で
削
ぎ
、
濡
ら
し
た
キ
ッ
チ

ン
ペ
ー
パ
ー
で
汚
れ
を
拭
き
と

る
。
広
げ
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に

松
茸
を
の
せ
、
日
本
酒
ま
た
は

　

松
茸
の
無
い
時
は
エ
リ
ン

ギ
、
し
め
じ
、
舞
茸
代
用
で
も

出
来
ま
す
、
エ
リ
ン
ギ
は
食
感

が
松
茸
に
似
て
い
ま
す
の
で
お

勧
め
で
す
。

【
作
り
方
】

　

出
汁
を
と
り
塩
を
入
れ
一
煮

立
た
せ
て
お
い
て
下
さ
い
。
す

だ
ち
を
絞
っ
て
の
塩
味
で
す
。

す
だ
ち
が
無
い
時
は
塩
味
を
少

秋
の
味
覚
、
松
茸
を
美
味
し
く
い
た
だ
く

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
秋
の
味
覚
、
松
茸
を
使
っ

た
３
品
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
老
舗
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
で

勤
続
44
年
の
ベ
テ
ラ
ン
総
調
理

長
、
東 

亨
（
あ
ず
ま
・
あ
き

松茸 ..............................................２本
春菊 .......................................１～２枚
すだち ..........................................１個

天つゆ
だし汁 ................................1/4カップ
みりん、しょうゆ .........各大さじ 1/2

天ぷらごろも
小麦粉 ...................................大さじ６
塩 ........................................小さじ 1/4
水 ........................................1/2カップ
揚げ油

【材料】( ２人分 )　

松茸 (60g) ......................................2本
塩 .......................................ひとつまみ
しょうゆ (仕上げ用 ) ...........小さじ全
日本酒または白だし ...................少々
すだち ..........................................少々

【材料】( ２人分 )　

出汁 ............................................300cc
塩 ..................................................少々

松茸（エリンギでも可）薄切り一人
２～３枚 ..................................小１本
海老のすり身か茹でた海老  ......小１
白身魚 ......................................２切れ
銀杏（一人２～３個） ..........６～９粒
茎三つ葉 ......................................適量
すだち ....................................１.５個

【材料】( ２人分／300ＣＣ )　

ら)

さ
ん
に
、
同
店
に
こ
の
ほ

ど
初
入
荷
し
た
オ
レ
ゴ
ン
産
の

松
茸
を
使
っ
た
「
松
茸
の
天
ぷ

ら
」「
松
茸
の
土
瓶
蒸
し
」「
松

茸
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
焼
き
」
の
ご

家
庭
で
の
作
り
方
を
紹
介
い
た

だ
き
ま
す
。
松
茸
は
赤
松
に
生

え
る
キ
ノ
コ
で
す
が
、
米
国
で

は
針
葉
樹
に
生
え
る
オ
レ
ゴ
ン

の
キ
ノ
コ
が
松
茸
と
ほ
ぼ
同
じ

香
り
と
食
感
の
た
め
「
オ
レ
ゴ

ン
産
松
茸
」
と
し
て
日
本
に
輸

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
茸
が
な

い
場
合
は
エ
リ
ン
ギ
で
も
代
用

で
き
ま
す
。

レストラン日本
155 E52nd St.
New York, NY 

(Bet Lex & 3rd Ave.)
Tel 212-688-5941

www.restaurantnippon.com

ギ
を
代
用
し
て
も
食
感
や
風
味

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
塩

で
食
べ
て
も
い
い
で
す
よ
。

市
販
の
白
だ
し
を
か
け
て
ふ
ん

わ
り
と
包
み
ま
す
。
オ
ー
ブ
ン

に
入
れ
て
7
分
程
、
松
茸
が
し

っ
と
り
す
る
ま
で
焼
き
ま
す
。

器
に
盛
り
付
け
、
お
好
み
で
し

ょ
う
ゆ
を
か
け
、
す
だ
ち
を
絞

っ
て
完
成
で
す
。

し
だ
け
控
え
て
下
さ
い
。

　

銀
杏
、
白
身
魚
な
ど
材
料
を

入
れ
、
だ
し
汁
を
８
分
目
入
れ

直
火
に
掛
け
る
。
直
火
の
時
ダ

シ
が
ク
ツ
ク
ツ
い
い
始
め
た
ら

沸
騰
す
る
直
前
に
火
を
止
め
、

茎
三
つ
葉
を
入
れ
て
蓋
を
す

る
。
直
火
に
掛
け
る
場
合
は
土

瓶
の
底
の
水
分
を
よ
く
ふ
き
取

っ
て
下
さ
い
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
http://www.restaurantnippon.com
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　今回ご紹介するのは大好きな醸造所の TALEA BEER & CO です！クラフトビー
ルと軽いおつまみがメインの、とにかく広くて開放的な店内が特徴です。友達
と軽くおしゃべりしたり、絵を描きに行くこともあります。この会社の缶ビー
ルはスーパーでも買うことができますが、お店ならドラフトで飲めるのが嬉し
い。いろいろな種類がありますが私のお気に入りは IPA。花のような香りがして
とても美味しいです。若手の女性二人が始めたブルワリーということで、とっ
てもニューヨーク的。今度マンハッタンに２店舗新しくオープンするそうで、
いけいけドンドンってな会社ですね！

　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東
京から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きながら趣味で漫画を描いて
いたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として本格的に活動を開始。
2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！
（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【２】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
こ
ど
も
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
は
28
日
（
土
）
に

子
ど
も
向
け
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
。

　

当
日
は
仮
装
を
し
て
訪
れ
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
を
見
学
し
た

ョ
ン
の
み
参
加
で
き
る
。
参

加
費
は
ひ
と
り
15
ド
ル
、
１

歳
以
下
は
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

brooklynkids.org/

を
参
照
。

り
、
ア
ー
ロ
ン
・
ロ
ド
リ
ケ
ス

博
士
と
の
昆
虫
ミ
ー
ト
＆
グ
リ

ー
ト
で
不
気
味
な
生
き
物
に
つ

い
て
学
ぶ
。
ま
た
、
魔
女
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、「
マ
ペ
ッ

ツ
・
ホ
ー
ン
テ
ッ
ド
マ
ン
シ
ョ

ン
」
の
無
料
上
映
会
、
Ｄ
Ｊ
ア

ニ
ー
・
レ
ッ
ド
と
屋
上
で
の
仮

装
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体

験
で
き
る
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
午
前
10
時
〜
12
時
30
分
、

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
、
午
後

4
時
〜
6
時
30
分
の
３
回
開

催
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
子
ど
も

た
ち
に
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
の

た
め
、
来
場
者
は
1
セ
ッ
シ

ブルックリン子供博物館

Brooklyn Children’s 
Museum

145 Brooklyn Avenue
Brooklyn, NY 11213

子
ど
も
向
け
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

　

19
日
か
ら
26
日
ま
で
、
日
本

ク
ラ
ブ
７
階
の
日
本
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

洋
画
家
・
土
肥
信
一
氏
と
東

京
・
品
川
区
在
住
の
金
属
造
形

作
家
・
平
岩
共
代
氏
に
よ
る
二

人
展
を
開
催
し
た
。
土
肥
氏
の

「
9
・
11
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
ま
で
」

の
世
界
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め

て
制
作
し
た
作
品
と
、
平
岩
氏

の
大
和
言
葉
か
ら
心
に
浮
か
ぶ

情
景
を
記
憶
に
と
ど
め
具
現
化

し
た
作
品
群
を
展
示
し
た
。
本

展
は
、
こ
の
夏
に
松
坂
屋
上
野

展
美
術
画
廊
で
の
二
人
展
に
続

く
展
覧
会
。
二
人
の
作
品
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
奈
良
薬
師
寺
八

幡
院
の
安
田
暎
胤
（
や
す
だ
・

え
い
い
ん
）
夫
妻
の
縁
に
よ
り

開
催
と
な
っ
た
。

　

19
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
大

勢
が
来
場
し
、
ジ
ャ
ン
ル
の
違

う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
醸
し
出
す

土肥氏と平岩氏 2人展
日本ギャラリーで開催

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん

だ
。
今
年
91
歳
を
迎
え
た
土
肥

氏
は
「
長
生
き
し
て
い
る
と
い

い
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
ね
。
テ

ー
マ
を
決
め
て
描
く
絵
は
難
し

い
が
、
ど
ち
ら
も
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
く
て
描
い
た
ん

だ
」
と
語
る
情
熱
は
「
枯
れ
」

と
は
程
遠
い
若
さ
す
ら
感
じ
さ

せ
る
。（
１
面
に
記
事
、
三
浦
）

「しろくも」　White cloud
平岩共代

土肥氏（左）と平岩氏（オープニングレセプションで）

「二国の花」(2023 年）
土肥信一

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
tel:2122136069
https://www.brooklynkids.org/
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現
代
陶
芸
家
・
前
田
正
博
の

回
顧
展
「
模
様
と
遊
ぶ
」
が
11

月
２
日
（
木
）
か
ら
12
月
15
日

（
水
）
ま
で
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
の
ジ
ョ
ン
・
Ｂ
・

マ
ー
ビ
ス
画
廊
（
東
78
丁
目
39

番
地
４
階
４
０
１
号
室
）
で
開

催
さ
れ
る
。

　

前
田
は
１
９
４
８
年
京
都
府

生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
大
学

院
生
時
代
か
ら
色
絵
磁
器
の
制

作
に
取
り
組
む
。白
い
器
を「
キ

ャ
ン
バ
ス
」
と
し
て
で
は
な
く

器
全
体
を
大
胆
な
色
で
背
景
と

し
て
描
い
た
り
、
伝
統
か
ら
離

れ
て
西
洋
の
釉
薬
を
試
み
た

り
、
薄
い
テ
ー
プ
を
貼
り
付
け

剥
が
し
て
は
焼
く
作
業
を
繰
り

返
し
て
幾
何
学
模
様
を
生
み
出

し
た
り
し
た
。
前
田
の
作
風
は

変
化
し
つ
つ
も
、
一
貫
し
た
広

範
囲
の
色
や
モ
チ
ー
フ
を
利
用

し
た
装
飾
に
は
独
特
の
芸
術
性

が
う
か
が
え
る
。
同
展
で
は
作

家
自
身
が
選
ん
だ
主
要
作
品
が

展
示
さ
れ
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
日

時
は
月
〜
金
曜
の
午
前

11
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
９
９
・
４
０
２
１
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

mirviss.com

を
参
照
す
る
。

Photo by Noda Kōichi. Courtesy of Joan B Mirviss LTD.

前田正博
色絵磁器作家の回顧展

「模様と遊ぶ」

　

第
88
回 

ソ
サ
エ
テ
ィ
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
全

米
版
画
協
会
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
）

年
次
展
示
会
が
28
日
（
土
）

か
ら
11
月
12
日
（
日
）
ま
で
、

ザ
・
オ
ー
ル
ド
プ
リ
ン
ト
シ

ョ
ッ
プ
（
西
24
丁
目
49
番
地
）

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

審
査
員
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー

美
術
館
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
・
版

画
部
門
学
芸
員
の
キ
ム
・
コ

ナ
テ
ィ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
＆

ア
ン
ア
メ
ス
。
１
０
０
点
に

も
及
ぶ
版
画
作
品
が
展
示
さ

れ
る
。
日
本
人
作
家
は
平
之

内
美
穂
（
銅
版
画
）、
小
野
知

美
（
石
版
画
）、永
野
み
き
（
モ

ノ
タ
イ
プ
版
画
）、
松
田
常
葉

（
木
版
画
）
が
参
加
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自
身

の
感
性
、
色
を
よ
り
表
現
し

や
す
い
技
法
を
使
い
世
界
観

を
表
現
し
た
作
品
を
展
示
し

て
い
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

28
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

５
時
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トwww.oldprintshop.

com

を
参
照
す
る
。

全米版画展
日本人4人参加
28日からオープン

松田常葉
「Dance in the Chaos II」

木版画

  

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
Ｎ
Ｙ
は
９
月
29
日
か
ら
10
月

１
日
の
３
日
間
、
コ
ネ
チ
カ
ッ

ト
州
の
ジ
ェ
イ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・

セ
ン
タ
ー
で
生
け
花
展
を
開
催

し
た
。

 

こ
れ
は
同
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
郡
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
が
ジ
ェ
イ
・
ヘ
リ
テ
ー

ジ
・
セ
ン
タ
ー
に
22
本
の
桜
を

寄
贈
し
た
の
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
生
け
花
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ
Ｙ
メ
ン
バ

ー
の
草
月
、
池
坊
、
小
原
の
３

流
派
が
共
同
開
催
し
、
19
作
品

を
展
示
し
た
。

生け花インターナショナルNY
草月、池坊、小原の３流派共同で

コネチカット州で生け花展を開催

小野知美 　「Weed I」石版画

平之内美穂 「 Kabuki-Frog」銅版画 永野みき「Night Walk」モノタイプ版画

http://newyork-apartment-realestate.com
https://aantcinc.com/
https://www.flatjp.org/
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.mirviss.com
http://www.oldprintshop.com
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29
　

朝
晩
は
肌
寒
く
秋
の
深
ま
り

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
季
節
の
変
わ
り
目
の
今
頃

は
、
１
年
の
う
ち
で
も
っ
と
も

「
抜
け
毛
」
が
増
え
る
季
節
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？ 

そ
の
理
由
は
大
き

く
二
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
に
受
け
た
紫
外
線
に
よ
る
頭

皮
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
し
て
暖
房
の

季
節
に
な
り
頭
皮
が
乾
燥
す
る

と
皮
脂
の
分
泌
量
が
過
剰
に
な

る
こ
と
も
、
匂
い
や
抜
け
毛
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
頭
皮
環
境
を
整
え
髪

の
ダ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
た
め

に
日
々
の
お
手
入
れ
を
見
直
し

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
度
当
サ
ロ
ン
で
は
、
信

頼
あ
る
日
本
の
ヘ
ア
ケ
ア
ブ
ラ

ン
ド“

ミ
ル
ボ
ン”

か
ら
最
高

級
ラ
イ
ン
【
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
ジ

シ
ョ
ン
】
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
、
髪
と
頭
皮
の
土
台
作
り
を

テ
ー
マ
に
日
本
の
最
先
端
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
4
つ

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
最
新
の
頭

皮
用
ラ
イ
ン
「
エ
ン
ハ
ン
シ
ン

グ
ビ
バ
シ
テ
ィ
」
は
、
頭
皮
環

境
を
改
善
し
、
同
時
に
白
髪
ケ

ア
も
可
能
な
革
新
的
な
製
品
で

す
。

　

シ
ャ
ン
プ
ー
に
は
、
髪
の
毛

と
頭
皮
に
潤
い
を
与
え
る
２
つ

の
保
護
成
分
の
ア
プ
リ
コ
ッ
ト

オ
イ
ル
と
低
分
子
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
が
配
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ

ャ
ン
プ
ー
後
の
お
手
入
れ
に

は
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と
各
種
浸

透
成
分
が
配
合
さ
れ
た
炭
酸
の

泡
か
ら
な
る
多
機
能
美
容
液

と
、
ビ
バ
シ
テ
ィ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
た
美
容
育
毛
剤
の

ダ
ブ
ル
使
い
が
お
勧
め
。
白
髪

や
脱
毛
要
因
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
幅
広
く
頭
皮
環
境
を
整
え

ま
す
。
洗
顔
後
の
お
肌
の
お
手

入
れ
に
は
気
を
遣
っ
て
い
る
方

も
、
頭
皮
に
対
し
て
の
美
容
液

は
斬
新
な
発
想
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
髪
と
肌
は
同
じ
ケ
ラ

チ
ン
と
い
う
成
分
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。当
サ
ロ
ン
で
は
、

ミ
ル
ボ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
使
っ
た
高
品
質
な
ヘ
ッ

ド
ス
パ
も
ご
提
供
す
る
予
定
で

す
。
厳
し
い
冬
の
到
来
に
向
け

て
、
ヘ
ア
ケ
ア
も
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。美
容
歴
30
年
。

SKIN DEEP NYC

美
容
皮
膚

科
、Yukie Natori Salon & 

Spa 
オ
ー
ナ
ー
。
日
本
で
ネ
イ

ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
。
美
容
師
、

ネ
イ
リ
ス
ト
な
ど
の
資
格
も
持
ち

日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
の
情
報
を
発
信
す
る
。

髪
の
ダ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
手
入
れ

　

ワ
ー
ル
ド
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
セ
ン
タ
ー
の
前
に
ち
ょ
っ

と
し
た
横
長
の
人
工
池
が
あ

る
。
そ
の
前
に
カ
フ
ェ
の
よ
う

に
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
並
べ
ら

れ
て
い
て
、
一
部
は
誰
で
も
使

え
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。

　

木
陰
の
テ
ー
ブ
ル
に
す
わ

り
、コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

仕
事
を
し
て
い
た
。
人
工
池
の

ふ
ち
か
ら
、
垂
直
に
水
が
流
れ

落
ち
て
い
く
。

　

白
人
の
親
子
四
人
が
、
す
ぐ

近
く
の
テ
ー
ブ
ル
に
す
わ
っ

た
。
親
た
ち
が
お
し
ゃ
べ
り
を

始
め
る
と
、
兄
妹
ら
し
き
四
、

五
歳
の
子
ど
も
が
ふ
た
り
、
待

ち
き
れ
な
い
と
い
っ
た
様
子

で
、
元
気
よ
く
池
に
駆
け
て
い

っ
た
。

　

女
の
子
は
、
赤
毛
で
ソ
バ
カ

ス
が
あ
る
。
ピ
ン
ク
の
バ
ン
ダ

ナ
を
頭
に
巻
い
て
い
る
。

　

男
の
子
が
右
手
の
指
先
を
そ

ろ
え
て
、
流
れ
落
ち
て
く
る
水

を
横
に
切
る
と
、
池
の
水
面
に

小
波
が
立
っ
た
。

　

ど
う
だ
、
す
ご
い
だ
ろ
う
！

男
の
子
が
腰
に
両
手
を
当
て
、

胸
を
張
っ
て
、女
の
子
に
言
う
。

　

そ
れ
を
見
て
い
た
妹
が
、
目

を
真
ん
丸
く
し
て
、
大
き
な
声

で
叫
ぶ
。

　

う
わ
あ
、
す
ご
い
！　

す
ご

い
わ
、
マ
イ
ケ
ル
（
お
兄
ち
ゃ

ん
）
！　

あ
た
し
、
驚
い
ち
ゃ

っ
た
！　

　

妹
は
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
で
兄

を
見
つ
め
る
。
心
の
底
か
ら
感

動
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

兄
は
得
意
に
な
っ
て
、
何
度

も
水
を
切
る
。

　

ほ
ら
、
見
ろ
よ
。
こ
の
マ
ジ

ッ
ク
タ
ッ
チ
を
！

　

本
当
に
マ
ジ
ッ
ク
タ
ッ
チ

ね
！　

す
ご
い
わ
！　

ね
ぇ
、

お
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
た
し
も
マ
ジ

ッ
ク
タ
ッ
チ
、で
き
る
か
な
あ
。

　

や
っ
て
ご
ら
ん
よ
！　

で
き

る
か
も
し
れ
な
い
よ
！

　

妹
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
右

手
で
水
を
切
る
。

　

池
の
水
面
に
小
波
が
立
つ
。

　

Emily, look at you!　

　

エ
ミ
リ
ー
、
す
ご
い
じ
ゃ
な

い
か
！

　

お
前
も
マ
ジ
ッ
ク
タ
ッ
チ
、

で
き
た
じ
ゃ
な
い
か
！

　

す
ご
い
、
す
ご
い
！　

あ
た

し
も
で
き
た
わ
、
お
兄
ち
ゃ

ん
！　

あ
た
し
た
ち
、
ふ
た
り

と
も
、
マ
ジ
ッ
ク
タ
ッ
チ
を
マ

ス
タ
ー
し
ち
ゃ
っ
た
の
ね
！

　

す
っ
か
り
魔
法
の
世
界
に
入

り
込
ん
だ
ふ
た
り
は
、
見
る
人

の
心
を
和
ま
せ
る
。

　

水
面
に
立
つ
小
波
の
よ
う

に
、
魔
法
は
大
人
た
ち
の
心
に

も
広
が
っ
て
い
く
。

　

池
の
中
に
そ
っ
と
右
手
を
入

れ
て
、私
も
水
を
切
っ
て
み
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
3
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
の
こ
と
ば
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

マ
ジ
ッ
ク
タ
ッ
チ

エッセイ連載 42

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は 

、
26
日
、

イ
エ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
、
フ
ァ
ン

ド
レ
ー
ジ
ン
グ
の
た
め
の
創
立

42
周
年
記
念
晩
餐
会
を
開
催
。

１
９
８
１
年
創
立
以
来
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
提
供
し
て

い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
認
定
非

営
利
団
体
。
日
常
生
活
を
す
る

上
で
直
面
す
る
問
題
か
ら
、
言

語
、
文
化
お
よ
び
制
度
の
違
い

に
よ
っ
て
生
じ
る
複
雑
な
問
題

ま
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
専

門
教
育
・
訓
練
を
受
け
た
日
・

英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

守
秘
義
務
遵
守
の
も
と
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
お
り
、
年
間
支

援
者
数
は
１
０
０
０
人
を
超
え

て
い
る
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
に
音
楽
家
の
矢

野
顕
子
＝
写
真
右
＝
を
迎
え

る
。
当
日
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
そ
の
存
在
意
義
に

賛
同
し
、
無
償
で
特
別
パ
ー
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
行
う
友
情
出
演
と

な
る
。
矢
野
さ
ん
は
Ｙ
Ｍ
Ｏ
と

の
共
演
も
含
め
、
様
々
な
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な

ど
活
動
は
多
岐
に
渡
る
。

 　
今
年
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
賞

は
、
シ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
本
多

桂
子
さ
ん
＝
同
左
＝
に
贈
ら
れ

る
。
本
多
さ
ん
は
、
米
軍
横
田

基
地
で
の
経
験
も
あ
る
ブ
ル
ー

ス
・
チ
ャ
ン
医
師
と
共
に
シ
テ

ィ
・
ケ
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
を
拡
充
し
、
日
本

語
で
説
明
が
必
要
な
患
者
に
日

本
語
で
対
応
で
き
る
体
制
を
整

備
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
低
所
得
者

が
加
入
で
き
る
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

に
対
応
す
る
医
療
機
関
を
紹
介

す
る
際
に
シ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を

含
め
て
紹
介
し
て
い
る
。

JASSI 年次晩さん会

本多桂子さんを表彰
矢野顕子さん友情出演

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
８
年

生
が
18
日
、
ア
ー
ト
科
移
動
教

室
で
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美

術
館
を
訪
問
し
た
。

　

美
術
館
に
着
く
と
、
ま
ず
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

学
芸
員
か
ら
ノ
グ
チ
・
イ
サ
ム

さ
ん
の
ル
ー
ツ
や
作
品
へ
の
想

い
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に

作
品
鑑
賞
を
行
っ
た
。
主
に
２

つ
の
作
品
に
つ
い
て
紹
介
し
て

も
ら
い
、
作
品
を
見
て
ど
う
感

じ
る
か
と
い
う
問
い
に
「
苦
労

し
た
ノ
グ
チ
さ
ん
の
生
涯
を
表

現
し
て
い
る
と
感
じ
た
」「
人

間
の
中
と
外
を
表
し
て
い
る
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
出
さ

れ
た
。
学
芸
員
か
ら
作
品
に
対

す
る
作
者
の
想
い
等
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
こ
と
で
、
さ
ら

に
作
品
へ
の
理
解
を
深
め
た
様

子
だ
っ
た
。
世
界
的
彫
刻
家
の

作
品
の
中
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
重
な
る
作
品
を
選

び
、
一
人
一
人
が
感
じ
る
ま
ま

に
模
写
を
行
っ
た
。
学
芸
員
か

ら
説
明
や
講
習
を
受
け
た
こ
と

で
、
よ
り
鑑
賞
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
ア
ー
ト
へ

の
関
心
が
高
ま
る
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
川
﨑
淳
一
郎
校
長
）
は
14
日
、

保
護
者
会
主
催
の
古
本
市
を
４

年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。
こ
の
日

の
た
め
に
、
各
家
庭
か
ら
寄
付

さ
れ
た
書
籍
は
２
０
０
０
点
以

上
。
幼
児
向
け
の
絵
本
か
ら
知

育
系
ド
リ
ル
・
マ
ン
ガ
本
・
辞

典
・
保
護
者
向
け
の
文
庫
本
や

雑
誌
な
ど
、
多
種
多
彩
な
日
本

語
書
籍
が
会
場
に
所
狭
し
と
並

べ
ら
れ
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
会
場
に
訪
れ

た
子
ど
も
達
が
本
に
駆
け
寄

り
、
気
に
な
る
本
を
思
い
思
い

に
手
に
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

た
く
さ
ん
の
本
を
前
に
真
剣
な

眼
差
し
で
本
選
び
に
悩
む
子
や

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
本
を
購

入
す
る
子
な
ど
、
会
場
は
コ
ロ

ナ
前
の
よ
う
な
賑
わ
い
と
な
っ

た
。
会
計
を
終
え
た
子
ど
も
達

は「
面
白
い
本
が
見
つ
か
っ
た
」

「
欲
し
か
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
の
本

が
手
に
入
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
話
し
た
。
ま
た
、
大
人
向
け

の
書
籍
を
購
入
し
た
保
護
者
は

「
親
子
で
読
書
の
秋
を
楽
し
み

た
い
」
と
話
し
た
。

　

同
校
の
古
本
市
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
3
年
間
を
除
き
毎
年
10
月

に
開
催
さ
れ
、
日
本
語
書
籍
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
、
補
習

校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
で
貴

重
な
日
本
語
書
籍
を
有
効
活
用

し
つ
つ
、
子
ど
も
達
に
よ
り
多

く
の
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機

会
を
提
供
し
て
来
た
。
今
年
は

在
校
生
以
外
の
一
般
も
招
き
、

日
本
語
の
本
に
興
味
の
あ
る
人

に
貴
重
な
日
本
の
本
を
提
供
す

る
新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ

た
。
同
校
に
は
４
３
０
０
冊
を

超
え
る
蔵
書
を
抱
え
る
「
日
本

語
文
庫
」
が
あ
り
、
１
年
を
通

し
て
幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で
の

生
徒
が
利
用
し
て
い
る
が
、
古

本
市
の
収
益
は
新
書
購
入
や
子

ど
も
達
が
夏
休
み
に
取
り
組
む

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
た

め
の
課
題
図
書
の
購
入
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

４
年
ぶ
り
古
本
市

イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
作
品

実
物
を
見
て
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
８
年
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ

フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長 

）
は
、

幼
児
部
の
秋
の
遠
足
を
、
9

月
26
日
（
火
）
に
実
施
し
た
。

行
き
先
は
学
園
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
30
分
ほ
ど
の
農
園
、

『Secor Farms

』。
入
り
口
に

は
大
き
な
蜘
蛛
が
待
ち
構
え
て

い
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
荷
台
に

乗
っ
て
草
原
を
走
る
ヘ
イ
ラ
イ

ド
に
乗
っ
て
カ
ボ
チ
ャ
畑
ま
で

は
、
流
行
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
な
ど
巨
大

な
お
化
け
が
立
ち
並
び
、
子
ど

も
達
は
荷
台
に
揺
ら
れ
な
が
ら

左
右
を
見
て
、
大
興
奮
し
て
い

た
。

　

ヘ
イ
ラ
イ
ド
を
降
り
る
と
、

「
パ
ン
プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン
グ
」

を
行
っ
た
。
園
児
は
、
目
の
前

に
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
た
カ
ボ

チ
ャ
に
一
目
散
に
駆
け
寄
り
、

触
っ
た
り
持
ち
上
げ
た
り
し
、

お
気
に
入
り
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
見

つ
け
て
い
た
。

かぼちゃ狩りで
秋を満喫

NY育英学園全日制部門

https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
http://www.jwsnj.org/
http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
http://www.jwsny.org
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今
回
は
皆
さ
ん
に
１
冊
の
本

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
10
年
前
に
発
行
さ
れ
ミ
リ

オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
映
画
に
も

な
っ
た
話
題
作
で
す
の
で
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
主
人
公
は
小
林
さ
や
か
さ

ん
、
偏
差
値
30
、
学
年
で
ビ
リ

だ
っ
た
女
の
子
が
、
日
本
最
難

関
の
私
立
大
学
、
慶
應
義
塾
大

学
へ
の
現
役
で
の
合
格
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

彼
女
が
な
ぜ
頑
張
れ
た
の
か
。

そ
の
こ
と
が
日
本
と
は
異
な
る

ア
メ
リ
カ
で
日
々
頑
張
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
子
ど
も
を
支
え
る
大
人
と

し
て
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

高
校
２
年
生
の
さ
や
か
さ
ん

の
思
い
は
「
当
時
は
何
の
目
標

も
な
け
れ
ば
誰
か
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
、
自
分
に
は
何

も
な
い
ん
だ
っ
て
こ
と
を
、
た

ぶ
ん
あ
の
頃
の
自
分
が
一
番
よ

く
わ
か
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
」。

　

彼
女
は
、
学
校
で
は
勉
強
を

し
な
く
な
り
、
髪
や
服
装
を
派

手
に
し
た
り
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ラ

ー
を
巻
き
な
が
ら
授
業
を
受
け

放
課
後
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
、
友
達
と
街
に
繰
り
出
す
、

そ
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
た
ば
こ
を
所
持
し
て
い
る

の
が
見
つ
か
っ
て
無
期
停
学
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
彼
女

が
あ
る
日
突
然
、
夢
中
に
な
る

も
の
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
母
親
に
連
れ
ら
れ
て

入
塾
の
面
談
に
行
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
塾
講
師
の
坪
田
信

貴
先
生
か
ら
、い
き
な
り「
お
！

い
い
挨
拶
だ
ね
！
」
と
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
２
時
間
く
ら
い
対
話
し
ま

し
た
。
内
容
は
そ
の
時
の
好
き

な
男
の
子
の
話
と
か
、
友
だ
ち

の
話
と
か
、
両
親
の
こ
と
と
か

で
し
た
。

　

爆
笑
し
な
が
ら
先
生
は「
君
、

超
面
白
い
ね
」
と
い
っ
て
、
東

大
に
興
味
あ
る
か
と
聞
く
。
さ

ら
に
先
生
は
ど
こ
か
う
れ
し
そ

う
に
「
じ
ゃ
あ
さ
、
慶
応
は
ど

う
？
」
と
。
彼
女
は
「
お
お
！

超
イ
ケ
メ
ン
い
そ
う
！
」
と
な

っ
て
、
す
で
に
勉
強
は
「
卒

業
」
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
彼

女
は
、
慶
應
大
学
を
め
ざ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
こ
の
大
学
が
ど
う
い
う
学
問

の
府
か
ど
う
か
は
知
る
由
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
と
き
「
私
の

目
は
キ
ラ
キ
ラ
だ
っ
た
と
思

う
」
と
言
い
ま
す
。
以
来
、
塾

に
通
っ
て
、
多
く
は
対
話
の
時

間
、
課
題
は
小
学
校
４
年
生
の

ド
リ
ル
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

分
厚
い
ド
リ
ル
を
２
週
間
で
や

り
終
え
た
と
こ
ろ
、
坪
田
先
生

は
「
４
年
生
が
１
年
か
け
て
や

る
ド
リ
ル
だ
よ
。や
っ
ぱ
り
君
、

天
才
な
ん
じ
ゃ
な
い
！
」
と
褒

め
ま
す
。す
る
と
彼
女
は「
え
？

や
っ
ぱ
？
私
天
才
か
も
し
ん
な

い
！
」
と
素
直
に
思
う
。
そ
し

て
、
夜
通
し
机
に
向
か
う
日
々

が
続
き
ま
し
た
。日
本
史
の「
聖

徳
太
子
」
を
「
せ
い
と
く
た
こ
」

と
読
み
、「
平
安
京
さ
ん
」
と

呼
ん
で
い
た
さ
や
か
さ
ん
は
、

坪
田
先
生
の
指
導
を
受
け
つ
い

に
慶
應
大
学
総
合
政
策
学
部
に

合
格
す
る
の
で
し
た
。

　

坪
田
先
生
か
ら
学
び
の
随
所

で
褒
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
彼
女

に
と
っ
て
学
習
意
欲
を
高
め
る

大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
常
に
寄
り
添
い
、
世
間

か
ら
の
盾
と
な
っ
て
全
力
で
応

援
す
る
「
あ
あ
ち
ゃ
ん
」
こ
と

母
親
の
存
在
も
大
き
な
支
え
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
、
生
徒
を
し
か
っ
た

り
、
脅
し
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
い
か
に
そ
の
場
の
勉
強
を

「
楽
し
い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と

だ
と
。
大
学
受
験
で
大
事
な
こ

と
、
こ
れ
ら
は
中
学
受
験
や
高

校
受
験
の
参
考
に
も
な
る
３
つ

の
こ
と
は
、

①
メ
ン
タ
ル
：
自
分
が
成
功
す

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
＝

信
頼
で
き
る
人
の
肯
定
を
加
え

ら
れ
れ
ば
知
ら
ぬ
間
に
人
は
伸

び
て
い
き
ま
す
。

②
目
標
：
何
を
し
た
い
か
夢
を

持
つ
こ
と
＝
志
望
校

③
計
画
：
敵
を
知
り
、
己
を
知

れ
ば
百
戦
危
う
か
ら
ず
＝
過
去

問
の
活
用

ど
ん
な
と
き
も
味
方
に
な
っ
て

く
れ
る
大
人
が
側
に
い
る
こ
と

は
、
ど
の
子
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

と
言
え
ま
す
。
こ
の
本
は
、
そ

ん
な
環
境
を
作
る
大
人
へ
の
ヒ

ン
ト
や
子
ど
も
を
や
る
気
に
さ

せ
る
ア
イ
デ
ア
が
満
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

「学年ビリのギャルが一年で偏差値を
40上げて慶應大学に現役合格した話」
著者：坪田信貴、発行：株式会社 KADOKAWA
海外子女教育振興財団  橋本芳登 教育アドバイザー

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し

た
。
日
本
に
縁
の
あ
る
5
家
族

が
参
加
し
、
紅
葉
の
美
し
い
キ

ャ
ッ
ツ
キ
ル
の
大
自
然
の
中

で
、
家
族
の
絆
を
深
め
る
豊
か

な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
カ

ヌ
ー
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
加
え
、

紅
葉
の
中
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
、

ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
作
り
、
パ

ン
プ
キ
ン
ペ
イ
ン
ト
な
ど
秋
な

ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

も
満
喫
し
た
。

　

保
護
者
は
、「
子
ど
も
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
一
度
も
見
な
か
っ

た
」「W

iFi

の
入
ら
な
い
ロ
ッ

ジ
は
親
に
と
っ
て
も
貴
重
な
時

間
だ
っ
た
」
な
ど
、
電
子
機
器

に
触
れ
な
い
機
会
の
大
切
さ
に

つ
い
て
感
想
を
話
し
た
。
次
回

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
年

末
（
12
月
27
日
〜
29
日
、
29
日

〜
31
日
）
に
開
催
さ
れ
る
。

東
京
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

秋
の
家
族
キ
ャ
ン
プ

　

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
主
催
の

「
日
本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア 

２
０
２
３
秋
」
が
11
月
14
日

（
火
）
か
ら
16
日
（
木
）
ま
で

の
3
日
間
、
午
後
８
時
か
ら
11

時
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
さ
れ
る
。「
英
語
だ
け
で
入

学
で
き
る
」「
ア
メ
リ
カ
国
内

で
入
試
が
完
結
」「
学
費
免
除

制
度
」「
秋
入
学
」「
カ
レ
ッ
ジ

か
ら
の
編
入
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
海
外
生
の
た
め
の
特
別
な

制
度
を
持
つ
大
学
が
、
最
新
情

報
を
提
供
す
る
。
よ
り
深
い
情

報
を
知
り
た
い
学
校
へ
は
「
個

別
相
談
」
も
で
き
る
（
個
別
相

談
の
事
前
予
約
も
可
能
）。

　

参
加
大
学
は
、
青
山
学
院
大

学
、
叡
啓
大
学
、
近
畿
大
学
、

慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
、
国
際
基
督
教
大
学
、

駒
澤
大
学
、
上
智
大
学
、
中
京

大
学
、
筑
波
大
学
、
津
田
塾
大

学
、
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
、東
京
国
際
大
学
、

広
島
大
学
、
法
政
大
学
、
山
梨

学
院
大
学
国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
学
部
、
横
浜
国
立
大
学
、
立

教
大
学
、
立
命
館
大
学
、
早
稲

田
大
学
。
日
英
両
語
で
プ
レ
ゼ

ン
さ
れ
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
予

約
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://japan-

universities.com/event/
daigaku2023fall.html

日本の大学進学フェア
ライトハウス主催

11月14日からオンラインで

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
https://www.diskyoto.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=H84UDfEqY0a7VlTWRnEwlSooS9eWm41FiTqYq-kYxNNUMTIzS1JQRFM4UjFESUZZVVBEQTk3VjBHSC4u
http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://japan-universities.com/event/daigaku2023fall.html
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新俳句グランプリ 2023

現在、Eメール (HaikuGrandPrix@gmail.com) でのご応募のみ受付中。

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2023は、米国東部時間2023年1月1日12:00AMから2023年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2024年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問
いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送
りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。お一人様から各応
募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさせていただきます。また
このコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月16日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作
品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書
類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補作品は 、各応 募 期間の翌月第 4週号 の「 週刊 N Y生 活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2024年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2023　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

初
孫
の
く
し
ゃ
み
ひ
と
つ
や
秋
日
和    

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
じ
め
じ
め
プ
ー
ン
痒
い
ぞ
蚊     

尹
漢
一  

Ｎ
Ｊ
州

故ふ
る
さ
と
郷
の
懐な
つ

か
し
き
か
な
蝉
の
声
　沼
田
忍  

Ｎ
Ｙ
州

手
の
し
な
る
編
笠
舞
し
風
の
盆
　

岡
部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

行
き
先
を
告
げ
ぬ
列
車
よ
秋
あ
き
う
ら
ら麗櫻

井
陽
子  

Ｎ
Ｙ
州

エ
レ
ベ
ー
タ
五
秒
待
つ
間
の
秋
気
か
な  

森
柾
光
央  
Ｎ
Ｙ
州

秋
う
ら
ら
七
面
鳥
の
退
く
を
待
つ
　

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

春
サ
ッ
カ
ー 

走
っ
て
走
っ
て 

ゴ
ー
ル
す
る 

　
　
　

佐
藤
駿
平  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

　

 

川
遊
び 

暑
さ
忘
れ
る 

僕
の
足
　
奥
村
健
太
郎  

Ｔ
Ｘ
州

︵
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
４
　
９
歳
︶

羽
田
着
き 

手
を
ふ
る
祖
母
と 

夏
休
み
　

フ
リ
ー
マ
ン
明
依  

Ｔ
Ｘ
州

︵
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
小
４
　
９
歳
︶

か
く
れ
ん
ぼ 

達
人
レ
ベ
ル
の 

魚
た
ち
　
　

古
川
航
多  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
９
歳
︶

思
い
出
に 

波
う
ち
ぎ
わ
で 

貝
ひ
ろ
う
　
　

岩
本
和
樹  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４
　
９
歳
︶

す
い
み
ん
の 

ぼ
う
が
い
す
る
な 

せ
み
の
こ
い  

武
田
ゆ
み
ゑ  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
12
歳
︶

冷
た
い
頬 

ふ
れ
て
感
じ
る 

秋
の
気
配
　

前
田
英
美  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１
　
16
歳
︶

dream diary
every entry begins
with the moon

─Julie Schwerin, WI

thin horizon—
dawn clings
to the web
─Edward Cody Huddleston, GA

ducks
on the millpond
news from up north

─Rick Jackofsky, NY
 

sifting � our
with grandma . . .
early snowfall

─Barrie N Levine, MA

harvest festival
the cornucopia � lls
with laughter
─Valentina Ranaldi-Adams, OH
 
half the gold
of an upturned maple leaf
equinox
─Lorraine A Padden, CA

「9月選考通過作品」
　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2023」の9月分の応募を締め切り、厳

正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い
たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出
されます。現在も引き続き10月分の応募を受け付けており、10月30日まで
随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
10 10/1/23 10/30/23 11:59:59pm 10/30/23

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

10 10/1/23 11/6/23 11/7/23 7 7 7

＊
学
年
と
年
齢
は
応
募
時
の
も
の
で
す
。

one button missing who we were together
─Sharon Martina, IL
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石
川
県
の
金
沢
泉
が
丘
高

校
か
ら
、
40
人
の
生
徒
が
私

た
ち
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
校

に
来
ま
し
た
。
彼
ら
は
10
月

３
日
の
昼
す
ぎ
に
プ
リ
ン
ス

ト
ン
高
校
に
着
き
ま
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
校
の
学
生

た
ち
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
２
泊
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
学
生
は
私

た
ち
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
校

で
プ
レ
ゼ
ン
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
2
つ
の
グ
ル

ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
見
ま
し
た
。
最
初
の
プ

レ
ゼ
ン
は
日
本
の
酪
農
に
つ

い
て
で
し
た
。
彼
ら
は
石
川

県
で
の
牛
乳
の
消
費
と
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。
石
川
県

の
牛
乳
は
と
て
も
新
鮮
で
美

味
し
い
で
す
が
、
で
も
ち
ょ

っ
と
高
い
そ
う
で
す
。
反
対

に
北
海
道
の
牛
乳
は
石
川
県

で
は
と
て
も
安
い
で
す
が
、

輸
送
に
時
間
が
か
か
っ
て
新

鮮
で
は
な
い
と
い
う
内
容
で

し
た
。
他
の
プ
レ
ゼ
ン
は
発

展
途
上
国
へ
の
食
料
支
援
に

つ
い
て
で
し
た
。

　

最
終
日
に
日
本
の
学
生
と

さ
よ
な
ら
を
し
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
の
学
生
は

10
月
５
日
木
曜
日
の
朝
に
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
へ
出
発
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は

そ
の
後
、
バ
ス
に
乗
っ
て
ワ

シ
ン
ト
ン
DC
へ
行
き
ま
し
た
。

彼
ら
は
美
術
館
な
ど
行
く
と

言
っ
て
と
て
も
興
奮
し
て
い

ま
し
た
。

　

私
は
日
本
人
の
学
生
が
大

好
き
で
す
。
い
つ
か
私
も
日

本
へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

九
月
十
三
日
か
ら
九
月

十
五
日
、
も
う
す
ぐ
秋
に
な

る
す
ず
し
く
な
る
頃
に
五
、六

年
生
で
ボ
ス
ト
ン
へ
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
特
に

二
つ
の
こ
と
が
心
に
残
り
ま

し
た
。 

　

一
つ
目
は
、
プ
リ
マ
ス
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ボ
ス
ト

ン
茶
会
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
ア

メ
リ
カ
の
歴
史
を
楽
し
く
学

べ
た
こ
と
で
す
。
プ
リ
マ
ス

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

一
六
二
〇
年
の
九
月
ピ
ル
グ

リ
ム
た
ち
が
宗
教
を
守
ろ
う

と
し
て
や
っ
て
き
た
が
目
指

し
て
い
た
場
所
と
は
ち
が
い

北
の
ほ
う
に
来
て
し
ま
い
、

た
ど
り
着
い
た
の
が
こ
こ
プ

リ
マ
ス
で
す
。
昔
の
人
た
ち

が
着
て
い
た
洋
服
、
使
っ
て

い
た
道
具
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
昔
の
生
活
を
そ
の

ま
ま
再
現
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
た
め
に
、
英
語
で
質
問
を

し
ま
し
た
。「
家
を
建
て
る
と

き
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が

か
か
っ
た
か
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
質
問
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
か
っ
た
こ

と
は
、
一
つ
の
家
を
つ
く
る

の
に
四
ヶ
月
も
か
か
っ
た
こ

と
や
も
と
も
と
住
ん
で
い
た

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

と
仲
良
く
で
き
た
人
と
仲
良

く
で
き
な
か
っ
た
人
が
い
た

こ
と
で
す
。
他
に
も
、
ピ
ル

グ
リ
ム
た
ち
が
乗
っ
て
き
た

船
「
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
」
の

材
料
を
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
家
を
建
て
る
時

に
使
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
茶
会
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
独
立
戦
争
の
始
ま

り
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
と
は
、

一
七
七
二
年
十
二
月
十
六
日

に
起
こ
っ
た
事
件
で
す
。
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
お
茶
に
す
ご

く
高
い
税
金
を
出
し
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
に
反

対
し
た
住
民
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
ン
の
恰
好
を
し
て

夜
に
船
で
海
へ
行
っ
て
茶
箱

を
投
げ
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス

軍
に
見
つ
か
る
と
つ
か
ま
る

と
分
か
っ
て
い
て
も
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
茶

箱
を
投
げ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
国
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
茶
箱
が

送
ら
れ
て
く
る
た
め
、
が
ん

じ
ょ
う
に
包
ま
れ
て
い
る
の

で
箱
を
開
け
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
て
大
変
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
わ
た
し
と
友
達
は
修

学
旅
行
に
行
く
前
に
米
国
社

会
で
調
べ
た
の
で
、
こ
の
出

来
事
が
独
立
戦
争
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
な
ど
は
知
っ
て
い

ま
し
た
。
調
べ
た
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
ガ
イ
ド
の
方

の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
独
立
に
つ
な
が
っ
た
場

所
に
行
き
歴
史
を
学
ん
だ
り
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
と
っ
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

二
つ
目
は
、
話
を
す
る
相

手
に
意
識
を
向
け
る
心
が
け

の
重
要
さ
で
す
。
先
生
は
い

つ
も
わ
た
し
た
ち
に
話
し
て

い
る
人
の
方
を
見
て
話
を
聞

く
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
先
生
の
言
っ
て
い

る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
修
学
旅
行
中
、
特

に
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

相
手
の
方
を
向
く
と
、
そ
の

人
が
身
ぶ
り
手
ぶ
り
な
ど
を

つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

分
た
ち
が
理
解
し
や
す
く
な

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
に
話
し
て
い
る
人
を
見

て
聞
く
と
、
そ
の
当
時
の
人

の
様
子
が
心
の
中
に
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
自

分
が
い
つ
も
し
て
い
る
あ
い

さ
つ
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
に
相

手
の
方
を
向
か
な
い
で
す
る

の
と
、
相
手
の
方
を
ち
ゃ
ん

と
向
く
の
で
は
、
大
き
く
ち

が
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
し

て
も
誰
に
し
て
い
る
か
も
分

か
ら
な
い
し
、
相
手
も
気
持

ち
よ
く
な
い
の
で
、
相
手
の

方
を
し
っ
か
り
見
て
あ
い
さ

つ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
を
通
し
て
身
近
な

こ
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

　

修
学
旅
行
に
行
き
、
楽
し

い
思
い
出
を
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で

お
そ
ろ
い
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
買
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
残

る
思
い
出
の
お
土
産
に
な
り

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
修
学

旅
行
は
友
達
と
の
仲
を
深
め
、

身
近
な
こ
と
を
深
く
考
え
ら

れ
る
大
切
な
機
会
だ
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ス
ク
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

行
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
と
協
力
し
、
修
学
旅
行

で
学
ん
だ
よ
う
に
思
い
出
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
　

   　
（
滞
米
３
年
７
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

日
本
の
歴
史
の
学
習
で
僕

の
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
約
一
万
年
前

か
ら
日
本
列
島
に
は
人
が
住

ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

縄
文
時
代
の
人
は
狩
り
を
し

た
り
木
の
実
を
集
め
て
暮
ら

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
少

し
あ
と
の
弥
生
時
代
の
人
は

み
ん
な
で
稲
作
を
始
め
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
縄
文
時
代

は
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
人
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弥
生

時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
指
導

者
が
出
て
き
て
村
が
で
き
、

村
が
合
併
し
国
へ
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
戦

争
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
少
し
悲
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
、
織
田
信
長
か

ら
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
と

天
下
統
一
の
意
志
が
受
け
継

が
れ
た
こ
と
で
す
。
織
田
信

長
は
天
下
統
一
ま
で
の
道
を

作
り
、
豊
臣
秀
吉
が
天
下
を

統
一
し
、
徳
川
家
康
が
江
戸

幕
府
と
し
て
長
い
平
和
な
時

代
を
つ
く
り
ま
し
た
。
僕
が

こ
こ
を
学
習
し
た
と
き
、
徳

川
家
康
が
ど
う
や
っ
て
江
戸

幕
府
を
２
０
０
年
以
上
続
け

ら
れ
た
の
か
が
と
て
も
気
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
な
ぜ

明
智
光
秀
が
織
田
信
長
を
殺

し
た
の
か
も
気
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
理
由
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
最
も
有
力
な
の
は

武
士
の
面
目
を
傷
つ
け
た
信

長
に
、
光
秀
が
う
ら
み
を
も

っ
た
か
ら
と
い
う
説
で
す
。

　

三
つ
目
は
明
治
維
新
に
つ

い
て
で
す
。
江
戸
時
代
に
鎖

国
を
し
て
い
る
間
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
々
に
軍
事
の
差
を

つ
け
ら
れ
て
、
こ
の
ま
ま
で

は
戦
争
に
な
っ
た
と
き
に
負

け
て
し
ま
う
と
考
え
、
日
本

は
鎖
国
を
解
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
の
仕
組
み
を
真
似
し
ま

し
た
。
明
治
時
代
の
初
め
は

世
の
中
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
人
々

は
努
力
を
し
て
国
の
力
を
つ

け
て
、
幕
末
に
結
ん
だ
不
平

等
条
約
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

僕
は
以
上
の
事
実
か
ら
、

日
本
や
日
本
人
は
色
々
な
出

来
事
が
あ
り
だ
ん
だ
ん
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
一
万
年
前

か
ら
戦
争
を
し
続
け
て
い
る

僕
た
ち
人
間
は
、
こ
れ
か
ら

も
戦
争
を
繰
り
返
す
の
で
は

な
い
か
と
不
安
に
思
い
ま
し

た
。
戦
争
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
続
け
る
前
に
、
僕

た
ち
が
未
来
の
社
会
で
起
き

る
か
も
し
れ
な
い
戦
争
を
な

く
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
３
か
月
）  「

日
本
で
す
ご
し
た
夏
休
み
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
は
し
　
け
ん
太
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 「
歴
史
と
僕
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
未
来
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
納
　
拓
真

　

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
家
族

で
日
本
へ
行
き
ま
し
た
。
日

本
で
は
ガ
チ
ャ
ポ
ン
を
し
た

り
、
親
せ
き
や
友
だ
ち
に
会

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
、
友
だ
ち
と
い

っ
し
ょ
に
お
い
し
い
ご
は
ん

を
食
べ
た
事
で
す
。
み
ん
な

で
ラ
ー
メ
ン
や
そ
ば
を
食
べ

ま
し
た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
食

べ
る
日
本
の
ラ
ー
メ
ン
は
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
友
だ
ち
の
家
に
行

っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
お

り
紙
を
し
ま
し
た
。
ひ
さ
し

ぶ
り
に
会
っ
て
、
少
し
き
ん

ち
ょ
う
し
た
け
れ
ど
、
す
ぐ

に
な
れ
て
、
前
み
た
い
に
と

っ
て
も
楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
家
族
と
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
行
っ
た
り
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
買
い
物
を
し

た
り
、
親
せ
き
と
や
き
肉
を

食
べ
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

毎
日
お
い
し
い
も
の
を
た
く

さ
ん
食
べ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
と
て
も
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。
ひ
さ
し
ぶ

り
に
会
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
と
て
も
や
さ
し
く
て
、
う

れ
し
い
気
も
ち
に
な
り
ま
し

た
。
帰
る
時
は
、
日
本
で
会

っ
た
友
だ
ち
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
は
な
れ
て
し
ま
う
の
で
、

と
て
も
さ
み
し
い
気
も
ち
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
か
日
本
に
帰
っ
た
ら
、

た
く
さ
ん
友
だ
ち
と
遊
ん
だ

り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
親
せ

き
に
会
っ
た
り
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
10
か
月
）

 「
仲
を
深
め
、
身
近
な
こ
と
を

深
く
考
え
た
こ
と
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
見
澤
　
ひ
か
り

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

 「
日
本
の
学
生
と
の
思
い
出
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
高
12

　
　
　
　
　
　

日
本
語
A
P
ク
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
　
ジ
ョ
セ
リ
ン
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自
分
を
幸
せ
な
人
間
へ
と
導

く
の
と
、
不
幸
せ
な
ま
ま
で
い

る
の
と
、
ど
ち
ら
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
耗
す
る
と
思
い
ま
す

か
？

　

私
の
最
初
の
ス
タ
ジ
オ
は
、

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

高
級
住
宅
地
に
あ
り
ま
し
た
。

で
す
の
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

多
く
が
、
一
生
か
か
っ
て
も
使

い
切
れ
な
い
ほ
ど
の
ス
ー
パ

ー
・
リ
ッ
チ
で
す
。
そ
の
奥
様

方
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る

う
ち
に
、
あ
る
こ
と
に
気
が
付

い
た
ん
で
す
。
彼
女
ら
の
多
く

が
、
離
婚
を
経
験
し
て
い
ま
し

た
。
１
回
か
ら
最
高
５
回
。
数

回
、
離
婚
し
て
も
、
失
敗
か
ら

何
か
を
学
び
、
人
生
し
っ
か

り
「
や
り
治
し
て
」（
人
生
の

再
統
治
で
す
の
で
「
直
す
」
で

は
な
く
、
敢
え
て
「
治
す
」
と

し
ま
し
た
）
幸
せ
に
な
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
彼
女
ら
に
し
て
み
れ
ば
愛

だ
け
で
な
く
金
銭
的
な
安
定
を

も
失
う
事
に
な
り
ま
す
。
で
す

の
で
負
け
て
ば
か
り
い
ら
れ
な

い
と
、
と
に
か
く
貰
え
る
も
の

は
貰
お
う
と
す
る
わ
け
で
す
。

元
旦
那
か
ら
幾
ら
と
れ
る
か
が

勝
負
。
で
も
、
離
婚
訴
訟
に
か

か
る
長
い
時
間
と
、
そ
れ
に
伴

う
悪
感
情
や
不
毛
な
努
力
（
書

類
の
準
備
と
か
）
な
ど
の
ス
ト

レ
ス
で
、
皆
さ
ん
、
と
て
も
疲

れ
て
い
ま
し
た
。
彼
女
ら
を
見

て
い
て
思
っ
た
の
は
、
戦
い
に

費
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
愛
を

学
ぶ
た
め
に
使
っ
た
方
が
遥
か

に
お
得
で
あ
る
と
い
う
事
で
し

た
。

　

幸
せ
と
い
う
の
は
、
豊
か
な

心
を
持
っ
た
人
格
の
こ
と
で

す
。
で
す
の
で
、
幸
せ
そ
う
に

見
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
人
生
と
い

う
時
間
を
埋
め
尽
く
し
て
み
て

も
、
お
金
や
家
な
ど
の
物
で
、

姿
勢
と
食
事
５

自
分
の
周
り
を
固
め
て
み
て

も
、
幸
せ
な
人
間
に
は
な
り
得

ま
せ
ん
。

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

知
り
合
い
が
、
疎
遠
に
な
っ
て

い
た
数
年
の
間
に
「
ア
レ
を
し

て
、
コ
レ
を
し
て
…
」
と
、
い

か
に
自
分
が
幸
せ
で
あ
る
か
、

非
常
に
力
を
入
れ
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
で
す
。
お
か
し
い
な
と

思
っ
て
い
た
ら
、
ご
主
人
と
上

手
く
い
っ
て
い
な
い
事
を
、
最

後
に
な
っ
て
打
ち
明
け
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
は
、
そ
の
話
を

聞
い
て
欲
し
か
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
ご
主
人
と
上
手
く
い
っ
て

い
な
い
の
は
、
双
方
に
問
題
が

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
一
旦

ダ
ム
が
決
壊
す
る
と
、
今
度
は

ご
主
人
の
悪
口
三
昧
で
す
。

　

い
か
が
で
す
か
？
何
故
、
彼

女
が
幸
せ
な
人
間
で
は
な
い
の

か
、
そ
の
原
因
が
見
え
ま
す

か
？
彼
女
は
、
自
分
の
貧
し
い

心
を
見
て
い
な
い
！

　

豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
格
を

形
成
し
、
幸
せ
な
人
間
性
を
確

立
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
デ

ィ
シ
プ
リ
ン
（
鍛
錬
と
忍
耐
）

が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
自

分
の
現
在
位
置
を
理
性
的
に
見

る
目
、自
己
批
判
で
き
る
勇
気
、

そ
し
て
自
分
を
幸
せ
に
出
来
て

い
な
い
自
分
か
ら
脱
皮
す
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
か
な
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
な
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
不
幸
な

ま
ま
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
幸
せ

な
フ
リ
を
続
け
る
よ
り
も
、
ず

う
っ
と
楽
だ
と
思
い
ま
す
。

　

心
豊
か
な
幸
せ
な
自
分
に
成

る
に
は
、
弱
い
自
分
に
そ
う
誓

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
誓

っ
た
ら
、
も
う
後
ろ
を
見
な

い
！
こ
と
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：
米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
あ
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｒ
Ｓ
が
主

催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

「
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
・
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
ズ
」
が
、11
月
5
日
（
日
）

午
後
6
時
30
分
か
ら
、
ザ
・
ジ

ャ
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
１
１
６
０
番
地
５
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
出
演
は
、
ジ

ェ
ン
・
シ
ュ
ー
ユ
ー 

（
ボ
ー
カ

ル
、
台
湾
の
月
琴
、
日
本
の
琵

琶
、韓
国
の
カ
ヤ
グ
ム
）、ス
ミ
・

ト
ノ
オ
カ
（
ピ
ア
ノ
）、
バ
ル
・

ジ
ー
ン
ト
リ
ー
（
サ
ウ
ン
ド
ケ

ミ
ス
ト
）
の
3
人
で
、
パ
ワ
フ

ル
な
ト
リ
オ
演
奏
を
披
露
す

る
。
ア
フ
リ
カ
、
日
本
、
テ
ィ

モ
ー
ル
、
台
湾
、
ハ
イ
チ
、
そ

し
て
そ
れ
以
外
の
国
か
ら
の
移

民
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
彼
ら
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
自
身
の
豊
か
な
多

民
族
的
な
家
族
や
音
楽
の
歴
史

か
ら
生
ま
れ
た
新
作
を
今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
す
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

jp.crsny.org/ 

か
ら
。

Ｃ
Ｒ
Ｓ
音
楽
会

ザ
・
ジ
ャ
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

11
月
5
日
開
催

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
飾
り
が

街
中
に
溢
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
31
日
（
火
）
午
後
７
時

か
ら
11
時
ま
で
、
毎
年
恒
例

の
「
ビ
レ
ッ
ジ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
・
パ
レ
ー
ド
」
が
開
催
さ
れ

る
。
第
50
回
目
を
数
え
る
今
年

は
「Upside Down : Inside 

Out

」
を
テ
ー
マ
に
、
６
番
街

と
キ
ャ
ナ
ル
通
り
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
15
丁
目
ま
で
数
々
の
お
化

け
が
行
進
す
る
。
パ
レ
ー
ド
の

ス
タ
ー
ト
を
彩
る
グ
ラ
ン
ド
マ

ー
シ
ャ
ル
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ロ
ー
リ

ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
選
ば
れ

て
い
る
。
毎
年
５
〜
６
万
人
が

参
加
す
る
と
言
わ
れ
る
Ｎ
Ｙ
最

大
の
パ
レ
ー
ド
で
、
魔
女
や
ゾ

ン
ビ
な
ど
の
本
格
的
な
仮
装
や

巨
大
な
操
り
人
形
の
お
化
け
な

ど
が
登
場
す
る
。

　

仮
装
し
て
い
れ
ば
誰
で
も
参

加
可
能
、
申
し
込
み
不
要
、
希

望
者
は
午
後
６
時
30
分
以
降
に

キ
ャ
ナ
ル
通
り
と
６
番
街
の
角

に
集
合
す
る
。
テ
レ
ビ
中
継
は

ロ
ー
カ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｎ
Ｙ

１
」
に
て
、
午
後
８
時
か
ら
９

時
30
分
ま
で
放
送
さ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

halloween-nyc.com/

31
日
の
夜
は

お
化
け
行
進

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://jp.crsny.org/
https://jp.crsny.org/
https://jp.crsny.org/
https://jp.crsny.org/
https://halloween-nyc.com/
https://halloween-nyc.com/
https://halloween-nyc.com/
https://halloween-nyc.com/
NaturalHealingArtists.com
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団

法
人NEXT GENERATION

の
平
田

で
す
。
私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
FURUSATO PROJECT

（
日
本
帰
国
支

援
サ
ポ
ー
ト
）
の
き
っ
か
け
は
、
と
あ
る

ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の
お
っ
し
ゃ
っ
た

言
葉
で
し
た
。「
あ
の
時
、
日
本
に
帰
国

し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」。
こ
の
一
言
を

聞
い
て
、
一
度
き
り
の
人
生
が
後
悔
な
く

送
れ
る
よ
う
に
、
日
本
へ
の
帰
国
を
願
っ

て
い
る
方
に
、
日
本
帰
国
を
実
現
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

先
日
、
ご
支
援
し
た
お
客
様
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

の
対
応
に
不
満
も
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
へ
の

帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
も
お

ら
ず
、
半
ば
日
本
へ
の
帰
国
を
諦
め
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
私
た
ち
の
日
本

帰
国
支
援
サ
ポ
ー
ト
の
存
在
を
知
っ
て
く

だ
さ
り
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
具
体

的
な
情
報
も
交
え
た
コ
ラ
ム
記
事
を
書
か

せ
て
頂
き
ま
す
。
是
非
、
お
読
み
い
た
だ

け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
１
回
】

◆
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本

に
帰
国
し
た
い
と
思
う
の
か

　

ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の

方
は
な
ぜ
、
日
本
に
帰
国
し
た
い
と
思

う
の
か
？
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
調

査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
話
し
し

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
の

方
に
、「
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

る
理
由
」
を
調
査
し
ま
し
た
。
最
も
多

か
っ
た
理
由
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
医
療

費
や
介
護
費
用
が
高
額
だ
か
ら
（
23
・

９
％
）」
で
す
。
次
い
で
、「
自
分
が
病

気
に
な
っ
た
時
が
心
配
（
21
・
０
％
）」、

「
知
人
が
周
り
に
い
な
い
（
８
・
５
％
）」、

「
ア
メ
リ
カ
の
病
院
や
施
設
に
入
り
た

く
な
い
（
６
・
８
％
）」
な
ど
で
し
た
。

あ
な
た
も
当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り
ま

す
か
？
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
「
お
金
」・「
健
康
」・「
介
護
」

の
不
安
が
あ
り
、
日
本
に
帰
国
を
考
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

◆
代
理
人
や
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
方
の
困
り
ご
と

　

ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
日
本
人
を
日
本
人
が
サ
ポ
ー
ト

（
代
理
人
な
ど
）
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を

耳
に
し
ま
す
。
日
常
的
な
買
い
物
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
病
院
受
診
を
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

方
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

・
ご
本
人
は
日
本
に
帰
り
た
い
と
言
っ

て
い
る
け
ど
、
親
族
と
も
疎
遠
で
協
力

者
が
い
な
い

・
最
近
、
サ
ポ
ー
ト
の
負
担
が
増
え
て
、

こ
れ
以
上
サ
ポ
ー
ト
が
増
え
る
と
自
分

が
も
た
な
く
な
り
そ
う

・
日
本
で
暮
ら
し
た
方
が
安
心
と
思
う

け
ど
、
ど
う
に
も
で
き
な
く
て
困
っ
て

い
る

　

今
後
の
生
活
を
考
え
る
上
で
、
そ
の

ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
住
み
続
け
る
、
ま
た

は
日
本
に
帰
国
し
て
住
む
と
い
う
選
択

肢
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

と
日
本
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も

良
い
面
、
良
く
な
い
面
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
さ
せ
て
頂
い
た
方

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
、「
で
き
る
だ
け
元
気
な
う
ち

に
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
ど
ち
ら
で
余

生
を
送
る
の
か
を
決
め
る
」
こ
と
が
最

も
大
事
で
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
い
る
数

多
く
の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご

す
方
の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す

方
の
相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、

お
困
り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（ZOOM

）
で
個

別
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
帰
国

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
個
別
相
談
の
相
談

は
、FURUSATO PROJECT

事
務
局

NY

相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
久
松　

茂

（hisamatsu@nyseikatsu.com

）

ま

で
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

江戸時代から続く、日本伝統のワークウェア

　

商
店
街
や
市
場
が
活
気
に
溢

れ
、
主
婦
が
毎
日
専
門
店
に
買

い
物
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
昭
和
の
時
代
。
酒
屋
さ
ん

や
お
米
屋
さ
ん
な
ど
重
い
商
品

を
取
り
扱
う
専
門
店
は
、
注
文

す
る
と
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
自
宅

に
商
品
を
配
達
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
時
に
必
ず
と
い
っ
て

目
に
し
た
の
は
、
お
店
の
人

が
締
め
て
い
る
前
掛
け
。「
商

い
」
の
象
徴
で
も
あ
る
前
掛
け

に
は
、
屋
号
や
電
話
番
号
な
ど

お
店
の
情
報
も
書
か
れ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
な
く
、「
歩
く
お
店
の
看
板
」

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。

　

そ
ん
な
前
掛
け
だ
が
、
時
代

が
移
り
、
郊
外
に
居
住
す
る
人

が
増
え
て
、
人
々
が
自
動
車
で

ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
食
品
を
ま

と
め
買
い
す
る
よ
う
に
な
る
と

専
門
店
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
前
掛
け
を
目
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

し
か
し
、「
歴
史
も
あ
り
、

機
能
性
に
も
優
れ
た
前
掛
け
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
社

長
、
西
村
和
弘
さ
ん
。
か
つ
て

前
掛
け
製
造
の
中
心
地
だ
っ
た

愛
知
県
豊
橋
市
で
唯
一
残
っ
て

い
た
高
齢
の
職
人
さ
ん
た
ち
の

話
を
聞
い
て
一
念
発
起
。
日
本

で
唯
一
の
「
前
掛
け
専
門
店
」

を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
後
継

者
問
題
に
悩
ん
で
い
た
工
場
に

若
い
職
人
た
ち
を
送
り
こ
ん
で

技
術
を
学
ば
せ
、
事
業
を
継
承

し
、
一
昨
年
に
は
豊
橋
市
内
に

新
工
場
も
建
設
し
た
。
先
達
か

ら
受
け
継
い
だ
、
日
本
史
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
１
０
０
年

商
い
の
象
徴
「
前
掛
け
」

伝
統
の
技
法
を
引
き
継
ぎ
、
世
界
へ

「
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
」
で
販
売

　

そ
ん
な
前
掛
け
が
商
人
の
間

で
定
着
し
た
歴
史
は
、
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
体
の
前
に
布
を

掛
け
る
（
垂
ら
す
）
こ
と
か
ら

「
前
掛
け
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
作
業
着
は
、
衣

類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
腰
ひ
も
を
骨
盤

の
上
で
強
く
縛
る
こ
と
に
よ
っ

て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や

職
人
を
け
が
か
ら
守
る
役
割
も

果
た
し
、
製
造
業
の
職
人
や
商

人
の
間
で
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

屋
号
が
染
め
抜
か
れ
る
よ
う
に

な
り
今
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
、
日
本
の
経
済
成
長

と
共
に
、
広
告
的
役
割
に
も
着

目
し
た
メ
ー
カ
ー
が
大
量
に
配

布
し
た
こ
と
に
よ
り
前
掛
け
の

人
気
が
沸
騰
し
、
全
国
に
一
気

に
広
ま
っ
て
、「
昭
和
の
仕
事

着
」の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
エ

ニ
シ
ン
グ
社
の
努
力
の
甲
斐
も

あ
り
、「
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
が

か
え
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
。」「
昭

和
世
代
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
懐
か
し
が
っ
て
喜
ば
れ

た
。」
な
ど
と
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ラ
ー

メ
ン
店
や
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
ど

ん
ど
ん
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
前
掛
け
の
人
気
は
復
活

し
た
。

　

エ
ニ
シ
ン
グ
社
は
海
外
に
も

「前掛け」 前掛け専門店エニシング

以
上
前
の
ト
ヨ
タ
製
や
ス
ズ
キ

製
の
シ
ャ
ト
ル
織
機
を
使
用
し

て
織
ら
れ
た
丈
夫
な
帆
布
に
、

伝
統
的
な
加
工
を
施
し
た
本
格

的
な
製
造
法
で
作
ら
れ
た
エ
ニ

シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、
洗
っ
て

も
長
持
ち
し
、
使
い
こ
な
す
ほ

ど
に
味
が
出
る
魅
力
的
な
逸
品

だ
。

　

様
々
な
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る

形
で
若
い
人
に
前
掛
け
の
魅
力

目
を
向
け
た
。
２
０
０
７
年
の

Ｎ
Ｙ
出
張
を
皮
切
り
に
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的

に
展
示
会
な
ど
に
出
店
。
エ
プ

ロ
ン
と
は
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
機
能

性
と
、
日
本
伝
統
の
工
法
で
作

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
今
で
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
や
大
英

博
物
館
、
そ
の
他
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
も
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
世
界
に
も
「
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｅ
」
の
魅
力
が
伝
わ
り
始

め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
エ
ニ
シ
ン
グ
社
の
前

掛
け
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
が
８
月
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
独
自
の
製
法
や
伝
統

の
工
法
で
作
ら
れ
た
高
品
質
商

品
に
特
化
し
て
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
生
活
」
で
も
発
売
中
。
現

在
、
同
サ
イ
ト
で
扱
っ
て
い
る

商
品
は
二
通
り
。

　

高
級
で
丈
夫
な
１
号
生
地
で

作
ら
れ
た
「
無
地
カ
フ
ェ
前
掛

け
」
は
丈
が
短
め
に
作
ら
れ
て

お
り
、
身
長
が
低
い
女
性
が
締

め
て
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る
。
本

来
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
従
業
員
の

た
め
に
開
発
さ
れ
た
タ
イ
プ
な

の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
付
い
て
お

り
大
変
実
用
的
な
の
が
特
長
。

色
は
、前
掛
け
ら
し
い
紺
色
と
、

個
性
的
な
か
ら
し
色
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
。
ま
た
、
素
敵
な

ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

ギ
フ
ト
と
し
て
も
最
適
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
数
年
前
に

Ｎ
Ｙ
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で

出
店
し
大
人
気
だ
っ
た
「
ロ
ン

グ
前
掛
け
」。
こ
ち
ら
は
２
号

生
地
で
織
ら
れ
イ
ラ
ス
ト
も
プ

リ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
明
治
か

ら
昭
和
に
使
わ
れ
て
い
た
前
掛

け
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
再
現
し

た
タ
イ
プ
で
、「
招
き
猫
」「
酒
」

や
北
斎
や
写
楽
の
浮
世
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
全
５
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
べ
る
。
こ
ち
ら

も
可
愛
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋

に
入
っ
て
い
る
の
で
お
土
産
や

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
お
勧
め
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
園
芸
、
ア

ー
ト
制
作
な
ど
の
時
に

も
使
え
る
オ
シ
ャ
レ
で

実
用
的
な
「
前
掛
け
」。

日
本
文
化
に
興
味
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
人
の
前
で

締
め
れ
ば
人
気
者
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し

だ
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
で

は
、
既
製
品
の
前
掛
け

販
売
だ
け
で
な
く
、
飲

食
店
向
け
や
ギ
フ
ト
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
前
掛

け
制
作
オ
ー
ダ
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。
世
界

に
一
つ
だ
け
の
前
掛
け

を
作
っ
て
み
て
は
？

問い合わせは、info@nyseikatsu.comまで。

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:info@nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
住
む
　

ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
街
ポ
ー
ト
ワ

シ
ン
ト
ン
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東
25
マ
イ
ル
に
位
置
し
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
で
は
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
約

40
分
の
最
終
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
る
風
光
明
媚
な
街
と
し
て
知

ら
れ
る
。
幾
つ
も
の
海
沿
い
の
公
園
、
遊
歩
道
、
ネ
ー
チ
ャ

ー
ト
レ
イ
ル
等
も
あ
り
、
自
然
と
緑
を
満
喫
で
き
、
安
全
で

通
勤
に
も
便
利
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
多
く
の

各
国
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
映
画
館
、
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
沿
い

に
並
び
、
寿
司
屋
、
日
本
食
料
品
店
も
あ
る
。
普
段
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
グ
ッ
ズ
な
ど
も
モ
ー
ル
に
あ
る
。

 　
写
真
の
家
は
、
駅
か
ら
歩
い
て
約
７
分
位
の
閑
静
で
便
利

な
場
所
に
あ
る
、
内
装
、
外
観
と
も
完
璧
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
済
ま
せ
た
ば
か
り
の
一
戸
建
て
住
宅
。
一
階
に
は
パ
ウ

ダ
ー
ル
ー
ム
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
、

フ
ロ
ン
ト
パ
テ
ィ
オ
、
２
階
に
は
３
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
２
バ

ス
ル
ー
ム
、
３
階
に
は
広
々
と
し
た
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
が
あ
る
、

地
下
に
は
ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
、
ス
ト
レ
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
全
室
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
ト
、
エ
ア
コ
ン
。
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
ー
。
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
め
る
芝
生
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

も
あ
る
。
家
賃
は
月
５
０
０
０
ド
ル
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
ア

ラ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
、
水
道
料
金
が
含
ま
れ
る
。
入
居
は
10
月

下
旬
。　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhakutsu@kw.com

　
　

阿
久
津
さ
ん

 （
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
リ
ア
リ
テ
ィ
―
） 

　

電
子
レ
ン
ジ
鍋「
ク
ッ
ク
膳
」

を
開
発
し
た
本
紙
で
お
馴
染
み

の
料
理
研
究
家
、
千
葉
真
知
子

さ
ん
が
10
月
13
日
と
14
日
に
ボ

ス
ト
ン
、
20
日
、
21
日
に
プ
リ

ン
ス
ト
ン
の
日
系
ス
ー
パ
ー
、

マ
ル
イ
チ
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
全
米
の
大

学
の
寮
で
は
こ
れ
ま
で
炊
飯

器
、
電
気
ポ
ッ
ト
の
使
用
が
可

能
だ
っ
た
が
、
電
子
レ
ン
ジ
以

外
は
使
用
禁
止
と
な
っ
た
。
千

葉
さ
ん
が
料
理
研
究
家
と
し
て

20
数
年
住
ん
だ
地
元
仙
台
で
、

宮
城
県
政
策
委
員
、
放
送
局
の

番
組
審
議
委
員
な
ど
に
推
薦
し

て
く
れ
た
一
部
上
場
企
業
の
商

社
カ
メ
イ
の
亀
井
文
蔵
元
会
長

の
縁
で
長
男
の
文
行
現
会
長
の

全
面
協
力
に
よ
り
ク
ッ
ク
膳
を

全
米
の
大
学
の
生
協
で
販
売
活

動
を
始
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。カ
メ
イ
商
事
が
、

セ
ン
ト
ラ
ル
貿
易
、
全
米
の
ミ

ツ
ワ
、
片
桐
を
巨
大
買
収
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
ク
ッ
ク
膳
の
全

米
展
開
に
一
気
に
弾
み
が
つ
い

た
格
好
だ
。

　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
近

く
に
出
店
し
た
マ
ル
イ
チ
の
渡

会
益
克
社
長
の
協
力
で
実
演
販

売
が
実
現
。
ク
ッ
ク
膳
は
米
国

の
セ
ン
ト
ラ
ル
貿
易
が
販
売
代

理
店
と
な
っ
て
全
米
展
開
し
て

い
る
が
、
千
葉
さ
ん
は
「
50
年

に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
ビ
ジ

住
む
大
学
教
授
た
ち
に
ク
ッ
ク

膳
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
20
日
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で

は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

真
鍋
教
授
夫
妻
が
来
店
し
た
。

真
鍋
夫
人
は
茶
道
表
千
家
の
教

授
で
、
米
国
人
の
お
茶
の
生
徒

た
ち
を
伴
っ
て
の
来
店
。
和
菓

子
の
型
は
大
切
な
道
具
の
一
つ

で
千
葉
さ
ん
開
発
の
和
菓
子
シ

リ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
お
互
い
に
初
対
面
で
手

を
握
り
あ
っ
て
喜
ぶ
場
面
も
。

そ
の
後
千
葉
さ
ん
は
谷
田
社
長

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
工
科
大

学
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
売
店
、
生
協
も
回

る
な
ど
精
力
的
に
営
業
中
だ
。

千
葉
さ
ん
は
「
亀
井
会
長
、
セ

ン
ト
ラ
ル
貿
易
の
磯
田
社
長
、

谷
田
支
社
長
の
見
事
な
連
係
プ

レ
ー
」
と
喜
ん
で
い
た
。

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
た
」
と

20
年
来
の
取
引
で
世
話
に
な
っ

て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル
貿
易
Ｎ
Ｙ

支
社
の
谷
田
洋
行
支
社
長
に
現

地
で
の
デ
モ
販
売
を
で
き
な
い

か
相
談
す
る
と
全
面
協
力
し
て

く
れ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
ま
で
同
行
し
て
寮

生
活
し
て
い
る
学
生
や
近
隣
に

ク
ッ
ク
膳
を
全
米
の
大
学
生
に

ハ
ー
バ
ー
ド
大
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
の
お
膝
元
で
Ｐ
Ｒ

千
葉
真
知
子
さ
ん
が
マ
ル
イ
チ
で
実
演

プリンストンではクック膳和菓子の
型を愛用しているノーベル賞受賞の
真鍋教授夫妻との出会いもあった

ハーバード大学生協でクック膳を
セントラル貿易谷田支社長と PR

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://kiku-ny.com
mailto:info@tsutech.com
tel:2122136069
mailto:hakutsu@kw.com
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EVENT　
■ジャパンフェス＠イーストビレッジ＝
10/28　10:00～ 18:00　「ジャパンフェ
ス・フィナーレ」と題した今年最後のス
トリートフェア。日本から北海道海鮮丼
も出店。焼きそば、ラーメン、団子など
多くのベンダーが集結する日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■クイーンズ・ナイトマーケット＝
10/28 ま で　17:00 ～ 24:00  New York 
Hall of Science（at Flushing Meadow 
Corona Park）春から開催されていた夜
市も 10月末で終了。涼しくなった夜を
約 100店舗のベンダーが連なる屋外マー
ケットで楽しもう。
詳細は https://queensnightmarket.com
■松井秀喜の野球教室＝ 10/29  NY州内
の会場（参加者のみに通知）で松井氏に
よる指導、記念撮影、サイン会が行われ
る。参加対象はトライエステート在住の
小学 4～ 6年生の男女。参加費無料。申
し込みは 10/15までに応募リンク https://
shorturl.at/DJKPWから。

CLASS/SEMINAR
■齋藤会計事務所オンラインセミナー
「海外所得、国際相続、贈与の税務」＝
10/30　21:00　日米税務会計のエキス
パートが日本での海外所得、国際相続、
贈与の税務を解説する。ゲストスピーカー

は米国公認会計士の齋藤美智子。申し込
みは氏名、メールアドレス、会社名、住所、
部署・役職、参加人数を明記し Eメール
mnakano@saitollp.comまで。
■在米者向け「終活」ウェビナー＝
11/16までの毎週木曜　20:00  相続対策
から日本国籍を放棄した人の帰化申請、
墓じまいや海洋散骨の基礎知識、高齢者
向けの住宅事情など、各分野の専門家が
週替わりで最新情報を説明する。11/2「帰
国後の住まい探しのコツ＆日本国内の不
動産売却について」、11/9「人生 100年
を幸せに過ごすために。元気なうちから
入居できるサービス付き高齢者向け住宅
グランドマストを徹底解説」。参加費無料。
詳細は https://pro.kurashifeed.com

MUSIC
■浜口祐夢コンサート＝ 10/29  23:00 　
Rockwood Music Hall（196 Allen St）
テニスの王子様エンディングテーマ
「SAKURA」を作詞作曲したシンガーソン
グライター &音楽プロデューサー浜口祐
夢のコンサート。入場無料。
■第 15 回風の環コンサート＝ 11/5　
16:30   Merkin Hall at Kaufman Music 
Centre（129 W 67th St.）今年はトルコ
の伝統音楽継承活動をしているターキッ
シュ＆インターナショナル・ミュージッ
クアンサンブルを迎えトルコ地震のチャ
リティーコンサートとなる。ほかの出演
は、風の環少年少女合唱団、風の環室内
アンサンブル、混声合唱団ジャパンコー
ラルハーモニーとも。入場料：$20　
詳細は https://www.kaufmanmusiccenter.
org/
■ニューヨーク混声合唱団定期演奏会＝
11/18 15:00  聖トリニティ教会（316 E 
88th St）ポピュラーソングやラテン語の
曲など、馴染みのある唱歌からクリスマ
スソングまでを披露する。午後 5時から
はレセプションも開催。入場料：$10　
詳細は https://www.nymc.net/

　

日
本
を
拠
点
に
活
動
を
続

け
て
い
る
一
般
社
団
法
人 

TruBlue 

は
12
月
11
日
（
月
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
（
パ
ー
ク
街

58
番
地
）
で
『SERI ~

ひ
と

つ
の
い
の
ち
』
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
舞
台
動
画
上
映
会
（
英
語
字

幕
付
）
を
開
催
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
誕
生
し

た
、
目
が
見
え
ず
、
話
す
こ
と

も
で
き
な
い
少
女
「
千
璃
（
セ

リ
）」
を
巡
る
実
話
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
化
し
た
作
品
で
、
昨
年

秋
に
東
京
と
大
阪
で
全
16
公
演

が
上
演
さ
れ
た
。
原
作
か
ら

色
々
な
視
点
の
葛
藤
を
抽
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
試

み
た
同
作
品
へ
の
評
価
は
非
常

に
高
く
、
再
演
を
期
待
す
る
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
、
ま
ず
こ
の
作
品
を

実
話
の
舞
台
と
な
っ
た
Ｎ
Ｙ
の

皆
様
へ
届
け
た
い
、
そ
こ
か
ら

発
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ま

ず
Ｎ
Ｙ
の
皆
様
に
受
け
取
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
関
係
者

の
強
い
想
い
が
重
な
り
こ
の
上

映
会
が
企
画
さ
れ
た
。

　

同
作
品
は
、
障
害
児
を
異
国

で
育
て
る
苦
労
、
自
身
の
心
と

身
体
と
の
戦
い
、
友
人
・
家
族

と
の
葛
藤
、
娘
・
千
璃
の
誕
生

に
ま
つ
わ
る
医
療
裁
判
、
繰
り

返
さ
れ
る
娘
の
手
術
な
ど
が
描

か
れ
る
。
原
作
「
未
完
の
贈
り

物
」（
２
０
１
２
年
）
に
は
、

母
で
あ
り
異
国
の
地
で
働
く
キ

ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
の
倉

本
美
香
の
視
点
か
ら
手
記
の
形

で
千
璃
を
取
り
巻
く
８
年
間
の

話
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
舞
台
化
に
お
い
て
は
、

そ
の
千
璃
自
身
が
感
じ
た
で
あ

ろ
う
事
に
想
像
を
巡
ら
せ
、
千

璃
と
そ
の
母
・
美
香
、
父
・
丈

晴
の
親
子
３
人
を
通
し
て
、
人

と
人
が
共
感
し
共
存
す
る
と
い

う
こ
と
の
本
質
に
つ
い
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。
出
演
は
、山
口
乃
々
華
、

奥
村
佳
恵
、
和
田
琢
磨
、
植
本

純
米
、
小
林
タ
カ
鹿
、
樋
口
麻

美
、
辰
巳
智
秋
、
内
田
靖
子
、

長
尾
純
子
、
小
早
川
俊
輔
。
上

演
時
間
１
２
５
分
。
司
会
進
行

は
Ｆ
Ｃ
Ｉ
キ
ャ
ス
タ
ー
の
久
下

香
織
子
さ
ん
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
〜
（
寄

付
）。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://seri-ny-
screening.peatix.com/

を
参

照
す
る
。

「SERI~

ひ
と
つ
の
い
の
ち
」

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
舞
台
動
画
上
映
会

12
月
11
日
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
で

http://www.startsnewyork.com
http://brooklyntime.net
https://shopnyseikatsu.com/
mailto:mnakano@saitollp.com
https://pro.kurashifeed.com
https://www.kaufmanmusiccenter
https://www.nymc.net/
https://www.japanfes.com
https://queensnightmarket.com
https://shorturl.at/DJKPW
https://shorturl.at/DJKPW
https://seri-ny-screening
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
https://seri-ny-screening.%E3%81%AE%E5%BC%B7%E3%81%84%E6%83%B3%E3%81%84%E3%81%8C%E9%87%8D%E3%81%AA%E3%82%8A%E3%81%93%E3%81%AE%E4%B8%8A
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 第 468 回

　

沖
縄
本
島
南
部
、
南
城
市

知
念
に
あ
る
南
城
美
術
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
最

南
端
の
個
人
美
術
館
で
す
。

久
高
島
を
見
下
ろ
す
高
台
の

上
に
あ
り
、
少
々
わ
か
り
に

く
い
場
所
に
あ
り
ま
す
が
、

世
界
遺
産
で
あ
る
斎
条
御
嶽

の
近
く
で
、
海
を
見
渡
せ
る

自
然
豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
五
感
を
癒
し
、
刺
激
す

る
「
情
景
型
美
術
館
」
と
称

し
、「
格
式
ば
っ
た
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
美
術
館
の
壁
を
崩
し
、

『
お
う
ち
が
美
術
館
に
な
る
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
日
常

の
延
長
正
常
で
芸
術
作
品
を

鑑
賞
で
き
る
美
術
館
で
す
」

と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
館

内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
そ

の
意
味
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。

　

美
術
館
の
場
所
に
は
、
も

と
も
と
教
育
者
の
西
大
強
・

八
重
子
夫
妻
に
よ
っ
て
営
ま

れ
て
い
た
フ
ィ
ニ
シ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
『
西
大
学
院
』
が
あ

り
ま
し
た
。
フ
ィ
ニ
シ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
と
は
、
主
に
未
婚

の
若
い
女
性
の
た
め
の
、
結

婚
前
に
備
え
る
べ
き
社
交
的

な
お
付
き
合
い
の
た
め
に
必

要
な
文
化
的
な
教
養
、
マ
ナ

ー
、プ
ロ
ト
コ
ー
ル
、社
交
術
、

化
粧
、
美
容
、
料
理
、
家
事

な
ど
全
般
を
教
え
る
学
校
で

す
。
そ
の
別
荘
の
よ
う
な
建

物
に
大
小
の
３
つ
の
展
示
室

が
あ
り
、
玄
関
、
リ
ビ
ン
グ
、

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
、
寝
室

と
い
っ
た
生
活
感
の
あ
る
作

り
の
中
に
、
ミ
ロ
、
ダ
リ
、

ダ
ミ
ア
ン
・
ハ
ー
ス
ト
等
の

貴
重
な
ア
ー
ト
作
品
が
50
点

以
上
も
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
は
、
も
っ
と
美

術
品
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し

い
、
生
活
の
中
に
あ
る
美
術

の
存
在
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
、

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
想
い
を

表
し
た
展
示
方
法
だ
そ
う
で

す
。
そ
れ
ら
す
べ
て
写
真
撮

影
も
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
風
変
わ
っ
た

展
示
ス
タ
イ
ル
は
、
ア
ー
ト

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
も
で

き
、
肩
の
力
を
抜
い
て
ア
ー

ト
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
展
示
室
と
中
展
示

室
の
一
面
は
丸
ご
と
ガ
ラ
ス

窓
に
な
っ
て
お
り
、
外
の
テ

ラ
ス
席
や
カ
ラ
フ
ル
な
壁
面

ア
ー
ト
、
芝
生
の
生
い
茂
る

ア
ー
ト
広
場
が
目
に
飛
び
込

む
開
放
的
な
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
展

示
室
に
は
、
小
さ
な
横
長
の

切
り
窓
が
あ
り
、
窓
の
外
の

緑
葉
が
ほ
っ
と
し
た
気
分
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

同
館
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

宿
泊
滞
在
型
の
ア
ト
リ
エ
も

あ
り
、
作
家
が
沖
縄
の
自
然

や
伝
統
文
化
に
触
れ
、
地
域

の
人
々
や
地
元
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
な
が
ら
非
日
常
の
空
間

で
の
創
作
活
動
に
打
ち
込
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
、
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を

組
み
重
ね
た
真
っ
赤
な
鉄
の

フ
ォ
ル
ム
が
印
象
的
な
「
伴

山
カ
フ
ェ
」
で
す
。
南
城
美

術
館
で
は
、
カ
フ
ェ
空
間
も

美
術
館
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
店
内
に
常
時
20
〜
30
の

作
品
を
展
示
し
て
お
り
、
シ

ェ
フ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
沿
っ
た
食
の
企
画
展
示

会
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
が
心
か
ら
の
思

い
と
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
作

り
上
げ
た
、
空
間
全
体
を
楽

し
め
る
南
城
美
術
館
は
、
確

か
に
、
他
の
美
術
館
と
は
一

線
を
画
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
施

設
で
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

南城美術館

　

今
回
の
ふ
る
さ
と
自
慢
は
岡

山
市
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
岡
山

市
（
お
か
や
ま
し
）
は
、
岡
山

県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
岡
山

県
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
人
口

約
72
万
人
の
政
令
指
定
都
市
で

す
。

　
「
晴
れ
の
国
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
岡
山
市
は
、
瀬
戸
内

の
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
マ

ス
カ
ッ
ト
や
白
桃
な
ど
の
フ
ル

ー
ツ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
岡
山

県
が
全
国
生
産
量
第
1
位
を
誇

る
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ア
レ

キ
サ
ン
ド
リ
ア
は
全
国
的
に
も

有
名
で
す
。

　

美
味
し
い
も
の
だ
け
で
な

く
、
歴
史
的
に
は
古
代
よ
り
吉

備
文
化
の
発
祥
地
と
し
て
栄

え
、
造
山
古
墳
を
は
じ
め
と
し

た
古
墳
群
が
今
も
数
多
く
残
っ

て
お
り
、「
桃
太
郎
伝
説
」
の

生
ま
れ
た
ま
ち
と
し
て
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
み
な
さ
ん
に
岡
山
市
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
初
め
て

岡
山
に
来
ら
れ
た
方
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
岡
山
の
ヒ
ー
ロ
ー「
桃
太
郎
」

　

そ
の
伝
説
に
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
岡
山
の
人
々
に
と
っ
て

「
桃
太
郎
」
は
間
違
い
な
く
岡

山
出
身
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

岡
山
駅
で
下
車
す
る
と
、
桃
太

郎
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
銅
像
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
が
、
実
は

桃
太
郎
、
街
中
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
い
る
の
で
、
彼
を
探
し
な

が
ら
街
歩
き
を
す
る
の
も
面
白

い
で
し
ょ
う
。

■
移
動
も
楽
し
い
路
面
電
車

　
「
お
か
で
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
岡
山
電
気
軌
道

の
運
行
す
る
路
面
電
車
で
の
移

動
を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
バ
ス
や
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

（
も
も
チ
ャ
リ
）
で
の
移
動
も

可
能
で
す
が
、
最
新
車
両
か
ら

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
車

両
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
車

両
を
楽
し
め
る
の
も
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。
期
間
限

定
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
や
、
世

界
で
大
人
気
の
鉄
道
ア
ニ
メ

「
チ
ャ
ギ
ン
ト
ン
」
を
模
し
た

「
お
か
で
ん
チ
ャ
ギ
ン
ト
ン
」、

昭
和
44
年
か
ら
運
行
し
て
い
る

岡
山
県
岡
山
市
・
ふ
る
さ
と
自
慢
旅
案
内

桃
太
郎
、
後
楽
園
、
デ
ミ
カ
ツ
丼
！

日本の
いいとこ
再発見

最
古
の
車
両
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
レ
ト
ロ
車
両
「KURO

」

な
ど
、
実
際
に
乗
る
も
よ
し
、

街
を
走
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

車
両
に
出
会
う
の
も
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。

■
四
季
折
々
の
後
楽
園

　

岡
山
後
楽
園
は
、
江
戸
時
代

を
代
表
す
る
大
名
庭
園
の
一
つ

で
す
。

　

岡
山
藩
2
代
目
藩
主
・
池
田

綱
政
（
つ
な
ま
さ
）
が
自
ら

憩
い
の
場
と
し
て
築
い
た
大

庭
園
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の

姿
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な

く
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
季
節
の
花
が
彩
る
広
々

と
し
た
園
内
は
江
戸
時
代
さ

な
が
ら
の
別
世
界
。
広
い
芝

生
地
や
池
、
築
山
、
茶
室
は

園
路
や
水
路
で
結
ば

れ
、
歩
き
な
が
ら
移

り
変
わ
る
景
色
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る

「
回
遊
式
庭
園
」
で
す
。

水
戸
の
偕
楽
園
、
金

沢
の
兼
六
園
と
と
も

に
「
日
本
三
大
名
園
」

と
し
て
称
さ
れ
て
い

る
岡
山
後
楽
園
で
す

が
、
１
９
５
２
年
に

は
歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
「
特
別
名
勝
」

に
指
定
さ
れ
、
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
で
は
三
つ
星
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
期
間
限

定
開
催
さ
れ
る
夜
間
特
別
開
園

「
幻
想
庭
園
」
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
園
内
は
昼
間
と
は
全

く
異
な
る
趣
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
な
ら
昼

と
夜
２
回
訪
れ
て
も
ら
い
た
い

く
ら
い
に
、
お
す
す
め
の
場
所

で
す
。

■
や
っ
ぱ
り
グ
ル
メ
は
外
せ
な

い
！

　

岡
山
の
郷
土
料
理
に
は
、
ま

つ
り
ず
し
（
ば
ら
ず
し
）
や
マ

マ
カ
リ
の
酢
漬
け
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
海
の
幸
と
山
の
幸
を
両

方
楽
し
め
る
岡
山
で
は
、
い
ず

れ
も
味
わ
っ
て
み
て
い
た
だ
き

た
い
料
理
で
す
。

  

さ
ら
に
、
岡
山
の
ご
当
地
グ

ル
メ
と
し
て
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
、
味
わ
い
濃

厚
「
デ
ミ
カ
ツ
丼
」
！
と
ん
か

つ
に
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を
か

け
た
岡
山
の
ご
当
地
丼
で
す
。

１
９
３
１
年
創
業
、
老
舗
と
ん

か
つ
店
「
味
司 

野
村
」
が
デ

ミ
カ
ツ
丼
発
祥
の
店
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
（
路
面
電
車
や

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
必
ず
宣

伝
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
）。

現
在
で
は
、
岡
山
県
内
で
デ
ミ

カ
ツ
丼
を
提
供
す
る
お
店
が
増

え
、
岡
山
を
代
表
す
る
ご
当
地

グ
ル
メ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
ご
紹
介
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

は
、
い
ず
れ
も
岡
山
駅
か
ら
ア

ク
セ
ス
が
い
い
の
で
、
岡
山
に

立
ち
寄
る
際
に
は
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 （
有
本
ま
ゆ
み
、
岡
山
市
派
遣

／
自
治
体
国
際
化
協
会
・
ク
レ

ア
Ｎ
Ｙ
務
所
派
遣
）

■岡山市観光スポット案内版■
■桃太郎のマンホール
（https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000017175.html） 
■後楽園（https://okayama-korakuen.jp/）
■デミカツ丼（https://www.okayama-kanko.jp/okatabi/538/page） 
■岡山市の観光情報サイト
　（https://okayama-city-travel.com/sightseeing/）

岡
山
市
内
を
走
る
路
面
電
車

桃太郎とその仲間の銅像（写真・岡山市観光協会）

後楽園の夜間特別開園「幻想庭園」（写真・岡山市観光協会）　

（
写
真
・
岡
山
市
）

名物のデミカツ丼（岡山市観光協会）

mailto:meiseimotors@aol.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000017175.html
https://okayama-korakuen.jp/
https://www.okayama-kanko.jp/okatabi/538/page
https://okayama-city-travel.com/sightseeing/
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■サルデーニャの蜜蜂（内田洋子、小学館文庫）イタリア
往還40年余ジャーナリストの著者が現地で出会った人や
訪れた場所など、イタリア関連のエッセイ集。サルデーニャ
はイタリア半島西方、コルシカ島の南の地中海に位置する
島。そこでローマ時代から続く養蜂家一族の知られざる生
活を描く表題作などを収録。■運動脳の鍛え方（茂木健一
郎、リベラル新書）なぜ世界のビジネスエリートはひたす
ら運動しているのか。運動するだけで記憶力・集中力・創
造力などの脳の機能が大幅にアップ。運動は今の時代に活
躍するための必須のスキルであり、運動脳にすべく、脳科
学者の著者が一流の人達が人生を変えていった実例を挙げ
て紹介する。■カム・ギャザー・ラウンド・ピープル（高
山羽根子、集英社文庫）おばあちゃんは背中が一番美しかっ
たこと、下校中知らないおじさんにお腹をなめられたこと、
高校時代にニシダという話のつまらない男友だちがいたこ
と。小さな記憶を積み重ねて大人になった私が一人語りで
半生を淡々と振り返る。■ワイルドサイドをほっつき歩け
（ブレイディみかこ、ちくま文庫）英国在住の著者が、EU
離脱、競争激化社会などの大問題に立ち上がる中高年につ
いて綴るエッセイ集。間違ってしまう人の優しさを見つめ
る笑って泣ける21篇。■ 70歳からの禅の教え（石毛泰道、
幻冬舎）これを読めば古希は怖くない。「もう、いつ死ん
でも大丈夫」と思えるようになる名僧たちの言葉から学ぶ人生のしまい方。
「死ぬ」とは生まれる前、懐かしいところに戻ること。著者は慶応大卒で早
稲田大学院博士課程修了の経歴だが、縁あって仏道を志し、600年の歴史を
持つ石川県徳雲寺住職、西東京市・金剛寺住職を兼任する。■もしChatGPT
が文豪や○○としてカップ焼きそばの作り方などを書いたら（爺比亭茶斗、
光文社）どんな無茶振りにもChatGPTは難なく答えてくれた。どんな結果を
出したのかが一冊にまとめられた話題作。紫式部がマッチングアプリの自己
紹介文を書いたら。スティーブ・ジョブズとビル・ゲイツがラップバトルし
たら。ジャングルクルーズの挨拶を枕草子の文体で書いたら。カップ焼きそ
ばの作り方を任天堂がゲーム化したら。気になる答えは本書で。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

40
年
往
還
の
イ
タ
リ
ア
で
出
会
っ
た
人
々
。
運
動
脳
で
一
流
に
な
る
方
法
。
淡
々
と
人

生
を
語
る
芥
川
賞
候
補
作
品
。
英
国
労
働
者
階
級
の
中
高
年
に
ま
つ
わ
る
泣
き
笑
い
エ
ッ

セ
イ
。
古
希
を
迎
え
る
た
め
の
禅
の
教
え
。
Ａ
Ｉ
で
文
豪
が
現
代
風
に
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
日
、
急
に
し
ゃ
っ
く
り

が
出
は
じ
め
、
止
ま
ら
な
く
な

っ
た
ガ
イ
コ
ツ
。
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
て
い
て
も
、
歯
を
磨
い
て

い
て
も
止
ま
り
ま
せ
ん
。
庭
の

落
ち
葉
を
掃
除
し
て
い
て
も
、

友
達
の
お
化
け
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
し
て
い
て
も
、
ま
だ
し
ゃ

っ
く
り
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
ガ
イ
コ
ツ
は
、
息
を
止
め

た
り
、
逆
さ
ま
に
な
っ
て
水
を

飲
ん
だ
り
（
全
部
流
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
け
ど
）、
砂
糖
を
食

べ
た
り
（
ア
ゴ
の
骨
の
隙
間
か

ら
全
部
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る

け
ど
）、
友
人
の
お
化
け
に
び

っ
く
り
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
し
ゃ
っ
く

り
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、

ガ
イ
コ
ツ
の
し
ゃ
っ
く
り
は
止

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ

に
「
ヒ
ッ
ク
ヒ
ッ
ク
ヒ
ッ
ク

（hic,hic,hic

）」
と
い
う
言
葉

が
書
か
れ
て
い
て
、
読
み
聞
か

せ
る
と
子
ど
も
が
一
緒
に
読
ん

で
喜
び
そ
う
な
絵
本
。
対
象
年

齢
は
３
歳
か
ら
６
歳
。
し
ゃ
っ

く
り
を
止
め
る
た
め
に
、
友
人

の
助
け
を
借
り
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
試
し
て
い
る
ガ
イ
コ

ツ
の
話
し
。　
　
　
　
（
高
田
）

ガ
イ
コ
ツ
の
し
ゃ
っ
く
り
の
治
し
方

 『Skeleton Hiccups』
Written by Margery Cuyler

Published by  Margaret K. McElderry Books

英語版出版
記念イベント
10月30日

作家・小林エリカ
翻訳家・ブライアン・バーグストン

　

芥
川
賞
候
補
歴
も
あ
り
作
家
、

漫
画
家
、
美
術
家
と
し
て
幅
広

く
活
躍
す
る
小
林
エ
リ
カ
と
、

翻
訳
家
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
グ

ス
ト
ン
に
よ
る
英
訳
版
出
版
記

念
ト
ー
ク
ベ
ン
ト
が
10
月
30
日

（
月
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学 

（
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
プ
レ
イ
ス
19 

番
地
１
０
１

号
室
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

小
林
さ
ん
の
著
書
「
ト
リ
ニ

テ
ィ
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
、
ト
リ
ニ

テ
ィ
（
英
題
：Trinity, Trinity, 

Trinity

）」と「
日
出
ず
る（
英
題
：

Sunrise: Radiant Stories

）」
を

中
心
に
執
筆
の
背
景
や
翻
訳
の

過
程
、
ア
ー
ト
と
文
学
の
関
係
と

い
っ
た
テ
ー
マ
を
深
堀
り
す
る
。

ま
た
11
月
１
日
（
水
）
午
後
６

時
か
ら
は
、
Ｎ
Ｙ
郊
外
に
あ
る

バ
ー
ド
大
学
（ Bard College 

）

で
も
同
じ
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
。
申
し

込
み
はhttps://ny.jpf.go.jp/

event/

を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

Ｅ
メ
ー
ルAkinaru_Rokkaku@

jpf.go.jp

国
際
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